
　11月９日、水巻事業所の立ち上げ20周年を記念し
て、頃末南公民館とデイサービスにじいろ赤とんぼ
前駐車場の二つの会場でフェスタが開催されました。
　公民館でのステージでは、ダンス、日本舞踊、三味
線のほか、職員による劇「にじいろレンジャー」の昨年
に引き続いての登場し、介護制度を守ることが語られ
ました。また、花田専務率いる生協バンドによる演奏
で会場は大いに盛り上がりました。
　駐車場会場ではキッチンカーやキッズコーナーに
多くの来場者が足を運び、大盛況となりました。

水巻事業所
20周年フェスタを開催！

編
集
後
記

　昨
年
10
月
か
ら
12
月
ま
で
、
生
協
強
化
月
間

に
取
り
組
み
ま
し
た
。
各
事
業
所
と
も
フ
ェ
ス

タ
等
を
通
し
て
仲
間
を
増
や
す
取
り
組
み
を
進

め
て
参
り
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
思
う
様
に
拡

が
り
を
み
せ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
引
き
続
き

今
年
も
新
し
い
組
合
員
さ
ん
を
仲
間
と
し
て
お

迎
え
す
る
た
め
に
頑
張
り
ま
す
の
で
応
援
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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検索
ご投稿ありがとうございます。

みんなの

文芸文芸文芸
広 場

好きなまちでいきいきと暮らし、住み慣れたまちで安心して老いたい

▲ほのぼの消しゴム版画作品（版：加治美千代　字：鶴田輝子）

▼▲江上淑子（水巻町）

投
稿
俳
句
と
短
歌

（12）

ふ
く
し
生
協 

強
化
月
間

ふ
く
し
生
協 

強
化
月
間

　
二
〇
二
五
年
度
ふ
く
し
生
協
強
化

月
間（
二
〇
二
五
年
十
月
〜
十
二
月
）

は
、多
く
の
組
合
員
さ
ん
の
ご
協
力
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。心
よ
り
お
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。月
間
内
で
は
各
事
業

所
に
お
い
て
地
域
と
の
交
流
を
深
め

る『
地
域
交
流
行
事
』を
開
催
す
る
こ

と
が
で
き
た
月
間
と
な
り
ま
し
た
。

　
年
度
末
に
む
け
て
、地
域
と
の
関
わ

り
を
も
っ
と
広
げ
、組
合
員
拡
大
に
つ

な
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。皆
さ
ま
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

匿
名

新年あけましておめでとうございます新年あけましておめでとうございます新年あけましておめでとうございます
（水巻フェスタ にじいろレンジャー登場！！）（水巻フェスタ にじいろレンジャー登場！！）

田崎節子さん（100歳）

良い笑顔良い笑顔
つながれみんなのつながれみんなの

2025年10月31日に100歳を迎えられました田崎さんのお誕
生会を開催しました。同会では石破元総理からの賞状も送ら
れ、素敵な笑顔を見せていただきました。
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　生協の経営基盤である組合員出資金は、事業所運
転資金や将来の設備投資の一部を賄う資金として活
用しています。
　出資金は事業の継続を安定して進めるためには是
非とも必要であり、残る期間（2026年3月末）までに残目
標3,000万円の積み上げを達成したいと考えています。
　年度末まで、みなさまのお力をお貸しください。組合
員の加入の案内、出資金増資へのご協力をよろしくお
願いいたします。

ともに繋がる・働く仲間づくりをすすめましょう！
組合員数
11月末　組合員数　 5118人
10月　 　新規加入者　 29名
11月　　新規加入者　 14名

出資金額
11月末出資金総額　4億443万5,339円

福
祉
ま
つ
り
へ
の
参
加

事
業
所
フ
ェ
ス
タ

家
族
会
・
鉄
板
焼
き
パ
ー
テ
ィ
ー

福
祉
ま
つ
り
へ
の
参
加

　
10
月
26
日
に
直
方
市
商
店
街
の
ア
ー
ケ
ー
ド

に
て
直
方
市
社
会
福
祉
協
議
会
主
催
の
福
祉
ま

つ
り
に
直
方
事
業
所
が
参
加
し
、
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
を
出
店
し
ま
し

た
。

　
ブ
ー
ス
を
訪
れ
た
方
へ

加
入
案
内
や
署
名
活
動
へ

の
呼
び
か
け
を
お
こ
な
っ

た
結
果
、
２
名
の
組
合
員

加
入
を
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

事
業
所
フ
ェ
ス
タ

　
11
月
15
日
、
宅
老
所
第
２
た
ん
ぽ
ぽ
で
事
業

所
フ
ェ
ス
タ
を
開
催
し
ま
し
た
。
デ
イ
室
内
で

は
大
正
琴
の
披
露
や
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
、
職
員

に
よ
る
ギ
タ
ー
演
奏
が
行

わ
れ
、
利
用
者
の
皆
さ
ん

も
大
い
に
楽
し
み
ま
し
た
。

　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
駐
車

場
で
は
快
晴
に
も
恵
ま
れ
、

来
場
者
の
皆
さ
ん
は
職
員

が
作
っ
た
ぜ
ん
ざ
い
や
炭

火
焼
を
堪
能
し
ま
し
た
。

事
業
所

家
族
会
・
鉄
板
焼
き
パ
ー
テ
ィ
ー

　
11
月
16
日
、
東
事
業
所
・
宅
老
所
第
２
も
や
い
の
家
に
て
、
利

用
者
さ
ん
と
ご
家
族
を
招
き
、
鉄
板
焼
き
パ
ー
テ
ィ
ー
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
職
員
お
手
製
の
た
こ
焼
き
、
焼
き
そ
ば
、
鉄
板
焼
き

が
振
舞
わ
れ
、
利
用
者
さ
ん
は
参
加
さ
れ
た
ご
家
族
の
方
と
一
緒

に
召
し
上
が
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
ご
帰
宅
の
前
に
は
中
庭
に
設
置

さ
れ
た
ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り
を
楽
し
み
、
大
盛
況
と
な
り
ま
し
た
。

　2023 年１月１日から同年 12 月 31 日までで
現在所在不明となっている組合員の方は現在
全県で 58 名となっています。2023 年度所在
不明者に関して 2026 年 2 月末までにお申し
出のない方は、定款第 10 条第 2 項以下およ
び細則 11 号『長期所在不明組合員の脱退
手続きに関する細則』に基づき「みなし自由
脱退」処理を行います。

1. みなし自由脱退対象組合員の公示
みなし自由脱退対象者リストにより各事業所の
対象者を公示します。
公示期間
　2026 年（令和 8年）１月１日から2026 年（令
和 8年）2月28日まで
2. 公示期間中に申出があった場合はみなし脱
退対象組合員から除外します。
期間中までに申出がない場合は 2026 年（令
和 8 年）３月３１日をもって脱退手続きを行いま
す
3.お預かりしている出資金は預かり金とします。
　手続き後２年以内にお申し出があった場合、
脱退処理を取り消します。

以上、上記の通り公示と致します。
福岡県高齢者福祉生活協同組合

理事長　菅野　美和子

みなし自由脱退に関する公告理
事
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

【
理
事
会
審
議
・
決
定
事
項
】

第
１
号
議
案
　
新
任
常
務
理
事
の
役
員
報
酬
額
決
定
の
件

　
新
任
の
常
務
理
事
報
酬
に
つ
い
て
代
表
理
事
か
ら
理
事
会
に
対
し
提

案
が
あ
り
、審
議
の
結
果
、提
案
通
り
役
員
報
酬
額
を
決
議
い
た
し
ま
し

た
。

　
な
お
、２
０
２
６
年
度
以
降
の
理
事
報
酬
の
整
備
に
つ
い
て
検
討
す
る

こ
と
も
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
２
号
議
案
　
長
期
借
入（
福
祉
医
療
機
構
物
価
高
騰
支
援
融
資
）実
行

の
件

　
福
祉
医
療
機
構
の
福
祉
貸
付
事
業
と
し
て「
物
価
高
騰
の
影
響
を
受

け
た
施
設
等
に
対
す
る
経
営
資
金
又
は
長
期
運
転
資
金
」を
活
用
し
、借

入
金
額
５
、０
０
０
万
円
、２
年
間
の
借
入
を
お
こ
な
う
こ
と
を
決
定
い
た

し
ま
し
た
。

第
３
号
議
案
　
２
０
２
６
年
度
予
算
編
成
方
針
決
定
の
件

　
２
０
２
６
年
度
は「
経
営
改
善
計
画
」の
２
年
目
で
あ
り
、３
年
間
の
経

営
改
善
を
確
実
に
進
め
る
た
め
の
重
要
な
年
度
で
す
。次
年
度
の
到
達
を

作
る
た
め
の
予
算
作
成
の
基
本
方
針
を
定
め
ま
し
た
。

【
協
議
事
項
】

２
０
２
６
年
度
の
予
算
達
成
に
向
け
て

　
２
０
２
６
年
度
の
事
業
活
動
を
進
め
る
た
め
の
課
題
が
提
起
さ
れ
ま
し

た
。全
職
員
が
具
体
的
な
取
り
組
み
内
容
を
理
解
し
事
業
活
動
を
進
め

る
た
め
、引
き
続
き
協
議
を
お
こ
な
っ
て
い
き
ま
す
。

【
報
告
事
項
】

理
事
会
で
は
以
下
の
報
告
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

・
定
例
報
告（
法
人
報
告
、組
織
運
動
分
野
、事
業
経
営
分
野
、管
理
運
営
分
野
）

・
会
議
等
議
事
録
報
告

・
人
事
異
動
に
つ
い
て

・
２
０
２
５
年
度
上
期
監
事
監
査
報
告

・
不
動
産
売
却
の
状
況

・
金
融
機
関
と
の
協
議

・
係
争
事
案
の
進
捗
状
況

・
２
０
２
５
年
10
月
度
決
算
報
告
お
よ
び
11
月
度
稼
働
状
況

・
生
協
強
化
月
間
の
と
り
く
み
状
況
と
課
題
に
つ
い
て

・
そ
の
他
の
報
告
事
項（
互
助
会
月
次
報
告
）

２
０
２
５
年
11
月
理
事
会
決
定
事
項
お
よ
び
報
告
事
項

生協強化月間・事業所フェスタを開催しました！

福
津

事
業
所

直
方

事
業
所

東カ
ラ
オ
ケ
＆
三
味
線
演
奏

カ
ラ
オ
ケ
＆
三
味
線
演
奏

　
12
月
5
日
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
ぎ
わ
い
荘
に
て
カ
ラ

オ
ケ
と
地
域
の
方
を
招
い
て
の
三
味
線
演
奏
が
披
露
さ

れ
ま
し
た
。
懐
か
し
の
名
曲
と
華
麗
な
三
味
線
の
二
重
奏
が
披
露
さ
れ
る
と
利
用
者
と
来

場
い
た
だ
い
た
地
域
の
方
も
大
盛
り
上
が
り
で
し
た
。
ま
た
、
披
露
の
合
間
に
は
26
年
3

月
で
百
歳
を
迎
え
ら
れ
る
利
用
者
さ
ん
へ
石
破
元
総
理
と
服
部
県
知
事
か
ら
の
お
祝
い
の

表
彰
状
が
手
渡
さ
れ
、
利
用
者
さ
ん
は
嬉
し
そ
う
に
は
に
か
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。

※対象者リストは対象の事業所において公示されます。
　お問い合わせはふくし生協本部事務局まで

事
業
所

嘉
飯

餅
つ
き
大
会

餅
つ
き
大
会

　
12
月
６
日
、
昨
年
に
引
き
続
き
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
夢
ひ
ろ
ば
に
て

餅
つ
き
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
晴
れ
間
の

中
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
前
の
駐
車
場
で
軽
快
に
餅
を
つ
く
様
子
に
、
地

域
の
方
や
、
昨
年
も
来
所
さ
れ
た
近
隣
の
児
童
施
設
の
皆
さ
ん
が

集
ま
り
、
餅
つ
き
体
験
や
ふ
る
ま
わ
れ
た
き
な
粉
餅
や
ぜ
ん
ざ
い

を
美
味
し
そ
う
に
召
し
上
が
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

事
業
所  

夢
ひ
ろ
ば

水
巻
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　生協の経営基盤である組合員出資金は、事業所運
転資金や将来の設備投資の一部を賄う資金として活
用しています。
　出資金は事業の継続を安定して進めるためには是
非とも必要であり、残る期間（2026年3月末）までに残目
標3,000万円の積み上げを達成したいと考えています。
　年度末まで、みなさまのお力をお貸しください。組合
員の加入の案内、出資金増資へのご協力をよろしくお
願いいたします。

ともに繋がる・働く仲間づくりをすすめましょう！
組合員数
11月末　組合員数　 5118人
10月　 　新規加入者　 29名
11月　　新規加入者　 14名

出資金額
11月末出資金総額　4億443万5,339円
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に
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、
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を
訪
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加
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内
や
署
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活
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へ

の
呼
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か
け
を
お
こ
な
っ

た
結
果
、
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名
の
組
合
員

加
入
を
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

事
業
所
フ
ェ
ス
タ

　
11
月
15
日
、
宅
老
所
第
２
た
ん
ぽ
ぽ
で
事
業

所
フ
ェ
ス
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を
開
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し
ま
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。
デ
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室
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正
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の
披
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や
マ
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、
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に
よ
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が
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も
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に
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の
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車
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は
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、

来
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の
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が
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。
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所
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11
月
16
日
、
東
事
業
所
・
宅
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所
第
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も
や
い
の
家
に
て
、
利
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者
さ
ん
と
ご
家
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を
招
き
、
鉄
板
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パ
ー
テ
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が
開
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さ
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ま
し
た
。
職
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お
手
製
の
た
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、
焼
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そ
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、
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板
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が
振
舞
わ
れ
、
利
用
者
さ
ん
は
参
加
さ
れ
た
ご
家
族
の
方
と
一
緒

に
召
し
上
が
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
ご
帰
宅
の
前
に
は
中
庭
に
設
置

さ
れ
た
ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り
を
楽
し
み
、
大
盛
況
と
な
り
ま
し
た
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　2023 年１月１日から同年 12 月 31 日までで
現在所在不明となっている組合員の方は現在
全県で 58 名となっています。2023 年度所在
不明者に関して 2026 年 2 月末までにお申し
出のない方は、定款第 10 条第 2 項以下およ
び細則 11 号『長期所在不明組合員の脱退
手続きに関する細則』に基づき「みなし自由
脱退」処理を行います。

1. みなし自由脱退対象組合員の公示
みなし自由脱退対象者リストにより各事業所の
対象者を公示します。
公示期間
　2026 年（令和 8年）１月１日から2026 年（令
和 8年）2月28日まで
2. 公示期間中に申出があった場合はみなし脱
退対象組合員から除外します。
期間中までに申出がない場合は 2026 年（令
和 8 年）３月３１日をもって脱退手続きを行いま
す
3.お預かりしている出資金は預かり金とします。
　手続き後２年以内にお申し出があった場合、
脱退処理を取り消します。

以上、上記の通り公示と致します。
福岡県高齢者福祉生活協同組合

理事長　菅野　美和子

みなし自由脱退に関する公告理
事
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

【
理
事
会
審
議
・
決
定
事
項
】

第
１
号
議
案
　
新
任
常
務
理
事
の
役
員
報
酬
額
決
定
の
件

　
新
任
の
常
務
理
事
報
酬
に
つ
い
て
代
表
理
事
か
ら
理
事
会
に
対
し
提

案
が
あ
り
、審
議
の
結
果
、提
案
通
り
役
員
報
酬
額
を
決
議
い
た
し
ま
し

た
。

　
な
お
、２
０
２
６
年
度
以
降
の
理
事
報
酬
の
整
備
に
つ
い
て
検
討
す
る

こ
と
も
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
２
号
議
案
　
長
期
借
入（
福
祉
医
療
機
構
物
価
高
騰
支
援
融
資
）実
行

の
件

　
福
祉
医
療
機
構
の
福
祉
貸
付
事
業
と
し
て「
物
価
高
騰
の
影
響
を
受

け
た
施
設
等
に
対
す
る
経
営
資
金
又
は
長
期
運
転
資
金
」を
活
用
し
、借

入
金
額
５
、０
０
０
万
円
、２
年
間
の
借
入
を
お
こ
な
う
こ
と
を
決
定
い
た

し
ま
し
た
。

第
３
号
議
案
　
２
０
２
６
年
度
予
算
編
成
方
針
決
定
の
件

　
２
０
２
６
年
度
は「
経
営
改
善
計
画
」の
２
年
目
で
あ
り
、３
年
間
の
経

営
改
善
を
確
実
に
進
め
る
た
め
の
重
要
な
年
度
で
す
。次
年
度
の
到
達
を

作
る
た
め
の
予
算
作
成
の
基
本
方
針
を
定
め
ま
し
た
。

【
協
議
事
項
】

２
０
２
６
年
度
の
予
算
達
成
に
向
け
て

　
２
０
２
６
年
度
の
事
業
活
動
を
進
め
る
た
め
の
課
題
が
提
起
さ
れ
ま
し

た
。全
職
員
が
具
体
的
な
取
り
組
み
内
容
を
理
解
し
事
業
活
動
を
進
め

る
た
め
、引
き
続
き
協
議
を
お
こ
な
っ
て
い
き
ま
す
。

【
報
告
事
項
】

理
事
会
で
は
以
下
の
報
告
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

・
定
例
報
告（
法
人
報
告
、組
織
運
動
分
野
、事
業
経
営
分
野
、管
理
運
営
分
野
）

・
会
議
等
議
事
録
報
告

・
人
事
異
動
に
つ
い
て

・
２
０
２
５
年
度
上
期
監
事
監
査
報
告

・
不
動
産
売
却
の
状
況

・
金
融
機
関
と
の
協
議

・
係
争
事
案
の
進
捗
状
況

・
２
０
２
５
年
10
月
度
決
算
報
告
お
よ
び
11
月
度
稼
働
状
況

・
生
協
強
化
月
間
の
と
り
く
み
状
況
と
課
題
に
つ
い
て

・
そ
の
他
の
報
告
事
項（
互
助
会
月
次
報
告
）

２
０
２
５
年
11
月
理
事
会
決
定
事
項
お
よ
び
報
告
事
項

生協強化月間・事業所フェスタを開催しました！

福
津

事
業
所

直
方

事
業
所

東カ
ラ
オ
ケ
＆
三
味
線
演
奏

カ
ラ
オ
ケ
＆
三
味
線
演
奏

　
12
月
5
日
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
ぎ
わ
い
荘
に
て
カ
ラ

オ
ケ
と
地
域
の
方
を
招
い
て
の
三
味
線
演
奏
が
披
露
さ

れ
ま
し
た
。
懐
か
し
の
名
曲
と
華
麗
な
三
味
線
の
二
重
奏
が
披
露
さ
れ
る
と
利
用
者
と
来

場
い
た
だ
い
た
地
域
の
方
も
大
盛
り
上
が
り
で
し
た
。
ま
た
、
披
露
の
合
間
に
は
26
年
3

月
で
百
歳
を
迎
え
ら
れ
る
利
用
者
さ
ん
へ
石
破
元
総
理
と
服
部
県
知
事
か
ら
の
お
祝
い
の

表
彰
状
が
手
渡
さ
れ
、
利
用
者
さ
ん
は
嬉
し
そ
う
に
は
に
か
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。

※対象者リストは対象の事業所において公示されます。
　お問い合わせはふくし生協本部事務局まで

事
業
所

嘉
飯

餅
つ
き
大
会

餅
つ
き
大
会

　
12
月
６
日
、
昨
年
に
引
き
続
き
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
夢
ひ
ろ
ば
に
て

餅
つ
き
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
晴
れ
間
の

中
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
前
の
駐
車
場
で
軽
快
に
餅
を
つ
く
様
子
に
、
地

域
の
方
や
、
昨
年
も
来
所
さ
れ
た
近
隣
の
児
童
施
設
の
皆
さ
ん
が

集
ま
り
、
餅
つ
き
体
験
や
ふ
る
ま
わ
れ
た
き
な
粉
餅
や
ぜ
ん
ざ
い

を
美
味
し
そ
う
に
召
し
上
が
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

事
業
所  

夢
ひ
ろ
ば

水
巻
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皆
様
は
じ
め
ま
し
て
。
直
方
事

業
所
訪
問
介
護
ゆ
め
は
う
す
サ
ー

ビ
ス
提
供
責
任
者
　
斉
藤
豊
香
で

す
。

　
介
護
の
仕
事
は
ふ
く
し
生
協
が

初
め
て
で
す
。
平
成
19
年
（
２
０

０
７
年
）
年
に
ふ
く
し
生
協
に
入

り
ま
し
た
。

　
初
め
は
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な
つ

み
ね
の
職
員
と
し
て
働
い
て
い
ま

し
た
が
い
つ
の
間
に
か
ヘ
ル
パ
ー

に
な
り
、
サ
責
に
な
り
、
10
年
以

上
が
過
ぎ
ま
し
た
。

　
初
め
て
ヘ
ル
パ
ー
同
行
し
た
時
、

何
も
わ
か
ら
な
い
私
に
一
つ
一
つ

優
し
く
教
え
て
く
れ
た
ヘ
ル
パ
ー

さ
ん
、
調
理
が
苦
手
で
と
て
も
心

配
し
て
見
守
り
続
け
て
く
れ
た
ヘ

ル
パ
ー
さ
ん
、
お
昼
休
憩
の
時
に

お
か
ず
を
作
っ
て
来
て
く
れ
作
り

方
を
教
え
て
く
れ
た
元
管
理
者
さ

ん
、
お
い
し
い
所
に
ご
飯
を
食
べ

に
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
、
相
談
に

の
っ
て
く
れ
る
田
代
さ
ん
。
色
々

な
人
の
お
か
げ
で
少
し
ず
つ
で
す

が
ヘ
ル
パ
ー
と
し
て
成
長
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
苦
手
な
調
理
支
援
も
頑
張
っ
て

い
ま
す
。『
美
味
し
か
っ
た
ー
』
と

言
わ
れ
る
と
一
番
う
れ
し
い
で
す
。

　
一
番
印
象
的
だ
っ
た
利
用
者
さ

ん
が
い
ま
す
。〝
土
鍋
で
ご
飯
を
炊

い
て
〞
と
言
わ
れ
る
方
が
い
ま
し

た
。
土
鍋
な
ど
全
く
使
っ
た
事
が

な
く
と
て
も
不
安
で
仕
方
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
同
行
し
た
ヘ
ル
パ
ー

に
何
度
も
水
加
減
、
火
加
減
を
見

て
も
ら
い
無
事
に
炊
く
事
が
で
き

ま
し
た
。

　
土
鍋
で
炊
き
上
が
っ
た
ご
飯
は

と
て
も
お
い
し
そ
う
で
…
土
鍋

買
っ
て
み
よ
う
か
な
〜
と
思
う
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
す
る
と
、
ヘ

ル
パ
ー
さ
ん
が
土
鍋
を
私
に
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
て
く
れ
ま
し
た
。
今
で

も
大
切
に
使
っ
て
い
て
土
鍋
で
ご

飯
を
炊
い
て
食
べ
る
こ
と
が
楽
し

み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
大
変
な
事
も
あ
り
、
ヘ
ル
パ
ー

続
け
ら
れ
る
か
な
ー
と
思
う
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
が
、
自
分
の
役
に

立
つ
事
、
学
ぶ
事
も
多
く
あ
り
、

続
け
る
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
ゆ
め
は
う
す
は
現
在
10
人
以
上

の
ヘ
ル
パ
ー
で
運
営
し
て
い
ま
す
。

私
よ
り
も
長
く
ゆ
め
は
う
す
で
働

い
て
い
る
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
も
い
て
、

み
ん
な
仲
良
く
働
き
や
す
い
で
す
。

少
し
で
も
ヘ
ル
パ
ー
の
仕
事
を
し

た
い
方
が
い
た
ら
ぜ
ひ
声
を
か
け

て
下
さ
い
。

▼
ふ
く
し
生
協
に
か
か
わ
る
よ
う
に
な
っ

た
き
っ
か
け
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
平
和
の
取
り
組
み
・
署
名
活
動
な
ど
で

ご
いっ
し
ょ
し
て
い
た
Ｓ
さ
ん
か
ら
声
を
か

け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
介
護
事
業
所
を

い
っ
し
ょ
に
立
ち
あ
げ
よ
う
と
。
水
巻
事

業
所
の
準
備
段
階
か
ら
関
わ
っ
た
の
で
、

も
う
23
年
に
な
り
ま
す
。

▼
そ
れ
ま
で
介
護
の
仕
事
を
さ
れ
て
い

た
の
で
す
か
？
 

　
介
護
は
未
経
験
で
し
た
。
医
療
関
係

の
職
場
に
い
た
の
で
、
雰
囲
気
は
だ
い
だ
い

わ
か
っ
て
い
ま
し
た
。
介
護
事
業
所
に
か

か
わ
る
の
で
、
当
時
の
ヘ
ル
パ
ー
講
座
３
級

を
受
講
し
、新
し
い
仕
事
に
備
え
ま
し
た
。

▼
こ
れ
ま
で
の
20
年
間
で
、
一
番
大
変

だ
っ
た
こ
と
は
？

　
や
は
り
コ
ロ
ナ
で
す
。
コ
ロ
ナ
の
初
期
の

こ
ろ
は
、
ま
だ
コ
ロ
ナ
が
ど
ん
な
も
の
か
よ

く
わ
か
ら
ず
、
著
名
人
の
死
亡
な
ど
が
伝

え
ら
れ
る
と
、
不
安
に
な
り
ま
し
た
。
利

用
者
さ
ん
が
感
染
し
て
、
私
自
身
も
感

染
し
て
、
家
に
も
帰
れ
ず
、
閉
じ
こ
も
る

生
活
に
、
こ
れ
か
ら
ど
う
な
る
の
だ
ろ
う

か
と
不
安
で
いっ
ぱ
い
で
し
た
。
利
用
者
さ

ん
の
状
態
が
悪
く
て
救
急
車
を
呼
ん
で
も

来
て
く
れ
な
い
、
や
っ
と
来
て
く
れ
て
も
、

受
け
入
れ
先
の
病
院
が
み
つ
か
ら
な
い
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
の
と
き
の
不

安
が
今
も
は
っ
き
り
と
残
って
い
ま
す
。

▼
仕
事
を
し
て
い
て
う
れ
し
く
思
う
こ

と
は
何
で
す
か
？

　
利
用
者
さ
ん
に「
あ
り
が
と
う
」と
言
っ

て
い
た
だ
く
と
き
が
、一番
う
れ
し
い
で
す
。

昨
日
い
ろ
い
ろ
あ
って
も
翌
朝
、
元
気
に
笑

顔
で
朝
食
を
と
っ
て
い
る
利
用
者
さ
ん
を

み
る
と
、
う
れ
し
く
な
り
ま
す
。「
毎
日

元
気
」
が一番
で
す
。

▼
職
員
の
成
長
を
ど
の
よ
う
に
感
じ
て

い
ま
す
か
。

　
利
用
者
さ
ん
への
接
し
方
が
深
く
な
って

き
た
と
思
い
ま
す
。
利
用
者
さ
ん
に
接
す

る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
人
の
人
生
に
か
か

わ
る
こ
と
な
ん
で
す
。
そ
の
人
の
人
生
を

見
て
、
声
掛
け
を
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

▼
職
員
に
伝
え
た
い
こ
と
は
？

　
何
か
あ
っ
て
も
投
げ
出
さ
な
い
、
学
び

な
が
ら
取
り
組
ん
で
、
根
を
上
げ
な
い
、

愚
痴
は
言
い
あ
っ
て
解
消
す
る
、
そ
ん
な

ふ
う
に
し
て
年
月
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　
迷
っ
た
ら
ど
う
乗
り
越
え
て
い
く
か
で

す
が
、
ダ
メ
な
こ
と
は
ダ
メ
と
言
い
ま
す
。

私
は
こ
う
す
る
な
ど
の
話
は
し
ま
す
が
、

自
分
で
考
え
て
、
間
違
っ
て
い
な
い
こ
と
、

正
し
い
こ
と
を
し
て
いって
ほ
し
い
で
す
。

▼
失
敗
し
た
と
き
は
？

　
失
敗
も
し
て
い
ま
す
。
仕
事
を
た
く
さ

ん
す
る
人
は
、
そ
れ
だ
け
失
敗
の
数
も
多

い
と
思
い
ま
す
。
失
敗
も
す
る
け
れ
ど
、

く
よ
く
よ
す
る
の
で
は
な
く
、
お
お
ら
か
に

考
え
て
い
く
こ
と
も
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

▼
生
協
運
動
と
は
な
ん
で
し
ょ
う
か
。

　
20
周
年
の
舞
台
で
も
「
に
じ
い
ろ
レ
ン

ジ
ャ
ー
シ
ョ
ー
」
を
し
ま
し
た
が
、
介
護
に

つ
い
て
問
題
意
識
を
も
っ
て
ほ
し
い
と
い
う

思
い
で
構
成
し
ま
し
た
。
平
和
で
な
け
れ

ば
、
介
護
の
仕
事
も
で
き
ま
せ
ん
。
運
動

を
続
け
る
こ
と
に
よ
り
、
介
護
へ
の
政
策

を
国
に
求
め
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
ふ
く
し
生
協
の
良
さ
は
？

　
職
員
が
意
見
を
出
せ
る
と
こ
ろ
で
す
。

水
巻
事
業
所
も
、
職
員
が
意
見
を
出
し

て
、
今
の
よ
う
な
形
に
広
が
っ
て
き
ま
し

た
。一般
の
会
社
だ
と
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
し
ょ

う
。
そ
う
で
は
な
く
、
職
員
が
意
見
を

出
し
て
事
業
所
を
作
って
い
け
る
と
こ
ろ
が

い
い
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。

　
き
び
し
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
高
齢

者
が
い
つ
ま
で
も
働
け
る
職
場
で
あ
って
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

▼
藤
田
さ
ん
の
毎
日
の
生
活
は
い
か
が

で
す
か

　
今
は
仕
事
中
心
で
す
。

▼
こ
れ
か
ら
先
、
時
間
が
あ
れ
ば
ど
の

よ
う
な
こ
と
を
し
た
い
で
す
か
。

　
ひ
と
り
映
画
や
お
芝
居
を
見
に
行
く
、

旅
行
な
ど
、
い
い
で
す
ね
。
実
は
、
J
R

の
時
刻
表
を
見
る
の
が
好
き
だ
っ
た
ん
で

す
。

▼
水
巻
事
業
所
の
未
来
を
ど
の
よ
う
に

描
い
て
い
ま
す
か
。

　
私
は
「
赤
と
ん
ぼ
ビ
ル
」
を
建
て
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
や
す
ま

い
、
そ
し
て
、
み
ん
な
が
集
ま
れ
る
カ
フ
ェ

な
ど
も
あ
っ
て
、
地
域
の
よ
り
ど
こ
ろ
に

な
る
よ
う
な
場
所
（
ビ
ル
）
を
作
る
こ
と

が
夢
で
す
。

　
藤
田
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　
話
を
お
聞
き
し
て
、「
赤
と
ん
ぼ
ビ
ル
」

と
は
、
介
護
が
必
要
な
方
、
住
ま
い
が
必

要
な
方
、
居
場
所
の
必
要
な
子
ど
も
た

ち
、
子
育
て
中
の
お
か
あ
さ
ん
、
介
護
に

悩
む
家
族
の
方
な
ど
、
地
域
の
い
ろ
い
ろ

な
方
が
集
ま
れ
る
、
安
心
で
き
る
砦
を
作

り
た
い
と
い
う
願
い
だ
な
と
感
じ
ま
し
た
。

何
年
後
か
に
、
ふ
く
し
生
協
が
大
き
く

伸
び
て
、
赤
と
ん
ぼ
ビ
ル
が
実
現
す
る
と

い
い
で
す
ね
。　（
聞
き
手
：
菅
野
美
和
子
）

職
員
リ
レ
ー
エ
ッ
セ
イ

直方訪問介護ゆめはうす
サービス提供責任者

斉藤 豊香

20
周
年
を
迎
え
て

水
巻
事
業
所
長

　藤
田
真
弓
さ
ん
に
聞
く

（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
）
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皆
様
は
じ
め
ま
し
て
。
直
方
事

業
所
訪
問
介
護
ゆ
め
は
う
す
サ
ー

ビ
ス
提
供
責
任
者
　
斉
藤
豊
香
で

す
。

　
介
護
の
仕
事
は
ふ
く
し
生
協
が

初
め
て
で
す
。
平
成
19
年
（
２
０

０
７
年
）
年
に
ふ
く
し
生
協
に
入

り
ま
し
た
。

　
初
め
は
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な
つ

み
ね
の
職
員
と
し
て
働
い
て
い
ま

し
た
が
い
つ
の
間
に
か
ヘ
ル
パ
ー

に
な
り
、
サ
責
に
な
り
、
10
年
以

上
が
過
ぎ
ま
し
た
。

　
初
め
て
ヘ
ル
パ
ー
同
行
し
た
時
、

何
も
わ
か
ら
な
い
私
に
一
つ
一
つ

優
し
く
教
え
て
く
れ
た
ヘ
ル
パ
ー

さ
ん
、
調
理
が
苦
手
で
と
て
も
心

配
し
て
見
守
り
続
け
て
く
れ
た
ヘ

ル
パ
ー
さ
ん
、
お
昼
休
憩
の
時
に

お
か
ず
を
作
っ
て
来
て
く
れ
作
り

方
を
教
え
て
く
れ
た
元
管
理
者
さ

ん
、
お
い
し
い
所
に
ご
飯
を
食
べ

に
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
、
相
談
に

の
っ
て
く
れ
る
田
代
さ
ん
。
色
々

な
人
の
お
か
げ
で
少
し
ず
つ
で
す

が
ヘ
ル
パ
ー
と
し
て
成
長
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
苦
手
な
調
理
支
援
も
頑
張
っ
て

い
ま
す
。『
美
味
し
か
っ
た
ー
』
と

言
わ
れ
る
と
一
番
う
れ
し
い
で
す
。

　
一
番
印
象
的
だ
っ
た
利
用
者
さ

ん
が
い
ま
す
。〝
土
鍋
で
ご
飯
を
炊

い
て
〞
と
言
わ
れ
る
方
が
い
ま
し

た
。
土
鍋
な
ど
全
く
使
っ
た
事
が

な
く
と
て
も
不
安
で
仕
方
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
同
行
し
た
ヘ
ル
パ
ー

に
何
度
も
水
加
減
、
火
加
減
を
見

て
も
ら
い
無
事
に
炊
く
事
が
で
き

ま
し
た
。

　
土
鍋
で
炊
き
上
が
っ
た
ご
飯
は

と
て
も
お
い
し
そ
う
で
…
土
鍋

買
っ
て
み
よ
う
か
な
〜
と
思
う
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
す
る
と
、
ヘ

ル
パ
ー
さ
ん
が
土
鍋
を
私
に
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
て
く
れ
ま
し
た
。
今
で

も
大
切
に
使
っ
て
い
て
土
鍋
で
ご

飯
を
炊
い
て
食
べ
る
こ
と
が
楽
し

み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
大
変
な
事
も
あ
り
、
ヘ
ル
パ
ー

続
け
ら
れ
る
か
な
ー
と
思
う
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
が
、
自
分
の
役
に

立
つ
事
、
学
ぶ
事
も
多
く
あ
り
、

続
け
る
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
ゆ
め
は
う
す
は
現
在
10
人
以
上

の
ヘ
ル
パ
ー
で
運
営
し
て
い
ま
す
。

私
よ
り
も
長
く
ゆ
め
は
う
す
で
働

い
て
い
る
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
も
い
て
、

み
ん
な
仲
良
く
働
き
や
す
い
で
す
。

少
し
で
も
ヘ
ル
パ
ー
の
仕
事
を
し

た
い
方
が
い
た
ら
ぜ
ひ
声
を
か
け

て
下
さ
い
。

▼
ふ
く
し
生
協
に
か
か
わ
る
よ
う
に
な
っ

た
き
っ
か
け
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
平
和
の
取
り
組
み
・
署
名
活
動
な
ど
で

ご
いっ
し
ょ
し
て
い
た
Ｓ
さ
ん
か
ら
声
を
か

け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
介
護
事
業
所
を

い
っ
し
ょ
に
立
ち
あ
げ
よ
う
と
。
水
巻
事

業
所
の
準
備
段
階
か
ら
関
わ
っ
た
の
で
、

も
う
23
年
に
な
り
ま
す
。

▼
そ
れ
ま
で
介
護
の
仕
事
を
さ
れ
て
い

た
の
で
す
か
？
 

　
介
護
は
未
経
験
で
し
た
。
医
療
関
係

の
職
場
に
い
た
の
で
、
雰
囲
気
は
だ
い
だ
い

わ
か
っ
て
い
ま
し
た
。
介
護
事
業
所
に
か

か
わ
る
の
で
、
当
時
の
ヘ
ル
パ
ー
講
座
３
級

を
受
講
し
、新
し
い
仕
事
に
備
え
ま
し
た
。

▼
こ
れ
ま
で
の
20
年
間
で
、
一
番
大
変

だ
っ
た
こ
と
は
？

　
や
は
り
コ
ロ
ナ
で
す
。
コ
ロ
ナ
の
初
期
の

こ
ろ
は
、
ま
だ
コ
ロ
ナ
が
ど
ん
な
も
の
か
よ

く
わ
か
ら
ず
、
著
名
人
の
死
亡
な
ど
が
伝

え
ら
れ
る
と
、
不
安
に
な
り
ま
し
た
。
利

用
者
さ
ん
が
感
染
し
て
、
私
自
身
も
感

染
し
て
、
家
に
も
帰
れ
ず
、
閉
じ
こ
も
る

生
活
に
、
こ
れ
か
ら
ど
う
な
る
の
だ
ろ
う

か
と
不
安
で
いっ
ぱ
い
で
し
た
。
利
用
者
さ

ん
の
状
態
が
悪
く
て
救
急
車
を
呼
ん
で
も

来
て
く
れ
な
い
、
や
っ
と
来
て
く
れ
て
も
、

受
け
入
れ
先
の
病
院
が
み
つ
か
ら
な
い
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
の
と
き
の
不

安
が
今
も
は
っ
き
り
と
残
って
い
ま
す
。

▼
仕
事
を
し
て
い
て
う
れ
し
く
思
う
こ

と
は
何
で
す
か
？

　
利
用
者
さ
ん
に「
あ
り
が
と
う
」と
言
っ

て
い
た
だ
く
と
き
が
、一番
う
れ
し
い
で
す
。

昨
日
い
ろ
い
ろ
あ
って
も
翌
朝
、
元
気
に
笑

顔
で
朝
食
を
と
っ
て
い
る
利
用
者
さ
ん
を

み
る
と
、
う
れ
し
く
な
り
ま
す
。「
毎
日

元
気
」
が一番
で
す
。

▼
職
員
の
成
長
を
ど
の
よ
う
に
感
じ
て

い
ま
す
か
。

　
利
用
者
さ
ん
への
接
し
方
が
深
く
な
って

き
た
と
思
い
ま
す
。
利
用
者
さ
ん
に
接
す

る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
人
の
人
生
に
か
か

わ
る
こ
と
な
ん
で
す
。
そ
の
人
の
人
生
を

見
て
、
声
掛
け
を
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

▼
職
員
に
伝
え
た
い
こ
と
は
？

　
何
か
あ
っ
て
も
投
げ
出
さ
な
い
、
学
び

な
が
ら
取
り
組
ん
で
、
根
を
上
げ
な
い
、

愚
痴
は
言
い
あ
っ
て
解
消
す
る
、
そ
ん
な

ふ
う
に
し
て
年
月
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　
迷
っ
た
ら
ど
う
乗
り
越
え
て
い
く
か
で

す
が
、
ダ
メ
な
こ
と
は
ダ
メ
と
言
い
ま
す
。

私
は
こ
う
す
る
な
ど
の
話
は
し
ま
す
が
、

自
分
で
考
え
て
、
間
違
っ
て
い
な
い
こ
と
、

正
し
い
こ
と
を
し
て
いって
ほ
し
い
で
す
。

▼
失
敗
し
た
と
き
は
？

　
失
敗
も
し
て
い
ま
す
。
仕
事
を
た
く
さ

ん
す
る
人
は
、
そ
れ
だ
け
失
敗
の
数
も
多

い
と
思
い
ま
す
。
失
敗
も
す
る
け
れ
ど
、

く
よ
く
よ
す
る
の
で
は
な
く
、
お
お
ら
か
に

考
え
て
い
く
こ
と
も
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

▼
生
協
運
動
と
は
な
ん
で
し
ょ
う
か
。

　
20
周
年
の
舞
台
で
も
「
に
じ
い
ろ
レ
ン

ジ
ャ
ー
シ
ョ
ー
」
を
し
ま
し
た
が
、
介
護
に

つ
い
て
問
題
意
識
を
も
っ
て
ほ
し
い
と
い
う

思
い
で
構
成
し
ま
し
た
。
平
和
で
な
け
れ

ば
、
介
護
の
仕
事
も
で
き
ま
せ
ん
。
運
動

を
続
け
る
こ
と
に
よ
り
、
介
護
へ
の
政
策

を
国
に
求
め
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
ふ
く
し
生
協
の
良
さ
は
？

　
職
員
が
意
見
を
出
せ
る
と
こ
ろ
で
す
。

水
巻
事
業
所
も
、
職
員
が
意
見
を
出
し

て
、
今
の
よ
う
な
形
に
広
が
っ
て
き
ま
し

た
。一般
の
会
社
だ
と
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
し
ょ

う
。
そ
う
で
は
な
く
、
職
員
が
意
見
を

出
し
て
事
業
所
を
作
って
い
け
る
と
こ
ろ
が

い
い
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。

　
き
び
し
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
高
齢

者
が
い
つ
ま
で
も
働
け
る
職
場
で
あ
って
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

▼
藤
田
さ
ん
の
毎
日
の
生
活
は
い
か
が

で
す
か

　
今
は
仕
事
中
心
で
す
。

▼
こ
れ
か
ら
先
、
時
間
が
あ
れ
ば
ど
の

よ
う
な
こ
と
を
し
た
い
で
す
か
。

　
ひ
と
り
映
画
や
お
芝
居
を
見
に
行
く
、

旅
行
な
ど
、
い
い
で
す
ね
。
実
は
、
J
R

の
時
刻
表
を
見
る
の
が
好
き
だ
っ
た
ん
で

す
。

▼
水
巻
事
業
所
の
未
来
を
ど
の
よ
う
に

描
い
て
い
ま
す
か
。

　
私
は
「
赤
と
ん
ぼ
ビ
ル
」
を
建
て
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
や
す
ま

い
、
そ
し
て
、
み
ん
な
が
集
ま
れ
る
カ
フ
ェ

な
ど
も
あ
っ
て
、
地
域
の
よ
り
ど
こ
ろ
に

な
る
よ
う
な
場
所
（
ビ
ル
）
を
作
る
こ
と

が
夢
で
す
。

　
藤
田
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　
話
を
お
聞
き
し
て
、「
赤
と
ん
ぼ
ビ
ル
」

と
は
、
介
護
が
必
要
な
方
、
住
ま
い
が
必

要
な
方
、
居
場
所
の
必
要
な
子
ど
も
た

ち
、
子
育
て
中
の
お
か
あ
さ
ん
、
介
護
に

悩
む
家
族
の
方
な
ど
、
地
域
の
い
ろ
い
ろ

な
方
が
集
ま
れ
る
、
安
心
で
き
る
砦
を
作

り
た
い
と
い
う
願
い
だ
な
と
感
じ
ま
し
た
。

何
年
後
か
に
、
ふ
く
し
生
協
が
大
き
く

伸
び
て
、
赤
と
ん
ぼ
ビ
ル
が
実
現
す
る
と

い
い
で
す
ね
。　（
聞
き
手
：
菅
野
美
和
子
）

職
員
リ
レ
ー
エ
ッ
セ
イ

直方訪問介護ゆめはうす
サービス提供責任者

斉藤 豊香

20
周
年
を
迎
え
て

水
巻
事
業
所
長

　藤
田
真
弓
さ
ん
に
聞
く

（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
）
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年
金
額
を
増
や
す
方
法

Q
　
65
歳
の
男
性
で
す
。65
歳
で
退
職

す
る
予
定
で
し
た
が
、
65
歳
か
ら
の
年

金
額
を
知
っ
て
考
え
込
ん
で
い
ま
す
。

年
金
だ
け
で
は
生
活
で
き
ま
せ
ん
。年

金
額
を
増
や
す
方
法
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

A
　
年
金
だ
け
で
は
暮
ら
し
て
い
け

な
い
、
少
し
で
も
年
金
を
増
や
す
方
法

は
な
い
も
の
か
と
い
う
ご
質
問
を
よ

く
い
た
だ
き
ま
す
。年
金
額
を
大
幅
に

増
や
す
魔
法
の
方
法
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
何
も
方
法
が
な
い
わ
け
で
も
あ
り

ま
せ
ん
。

　
老
齢
厚
生
年
金
額
の
決
め
手
は
２

つ
あ
り
ま
す
。ひ
と
つ
は
給
料
や
ボ
ー

ナ
ス
で
す
。上
限
は
あ
り
ま
す
が
、
給

料
や
ボ
ー
ナ
ス
が
多
い
ほ
ど
年
金
額

も
多
く
な
る
仕
組
み
で
す
。20
万
円
の

給
料
の
人
よ
り
も
30
万
円
の
給
料
の

人
の
ほ
う
が
、
将
来
の
年
金
額
は
多
く

な
り
ま
す
。し
か
し
、
給
料
や
ボ
ー
ナ

ス
は
勤
務
先
が
決
め
る
の
で
、
思
う
よ

う
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
も
う
ひ
と
つ
の
年
金
額
の
決
め
手

は
、
厚
生
年
金
加
入
期
間
で
す
。厚
生

年
金
加
入
期
間
を
延
ば
す
、
つ
ま
り
長

く
働
く
と
い
う
こ
と
で
、
年
金
額
は
増

え
ま
す
。厚
生
年
金
に
は
最
長
70
歳
ま

で
加
入
で
き
ま
す
。継
続
し
て
働
け
る

な
ら
、
厚
生
年
金
に
加
入
で
き
る
条
件

で
70
歳
ま
で
働
く
と
、
年
金
額
も
増
え

ま
す
。65
歳
か
ら
70
歳
ま
で
の
間
は
、

毎
年
9
月
1
日
を
基
準
日
に
し
て
そ

れ
ま
で
の
加
入
期
間
を
年
金
額
に
追

加
す
る
の
で
、
毎
年
、
年
金
額
が
増
え

て
い
く
こ
と
を
実
感
で
き
ま
す
。

　
厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い
な
い
60

歳
以
降
の
人
で
、
過
去
に
国
民
年
金
の

未
納
期
間
が
あ
る
人
は
原
則
60
歳
か

ら
65
歳
に
な
る
ま
で
の
間
に
、
希
望
し

て
国
民
年
金
に
加
入
で
き
ま
す
。た
と

え
ば
、
2
年
間
の
未
納
期
間
が
あ
る
場

合
、
60
歳
か
ら
62
歳
に
な
る
ま
で
の
2

年
間
、
国
民
年
金
に
加
入
す
れ
ば
、
満

額
の
年
金
に
つ
な
が
り
ま
す
。も
ち
ろ

ん
保
険
料
と
い
う
支
出
は
あ
り
ま
す

が
、
老
齢
基
礎
年
金
は
増
え
、
長
生
き

す
れ
ば
効
果
も
大
き
く
な
り
ま
す
。

　
地
道
に
働
く
こ
と
、
保
険
料
を
支
払

う
こ
と
が
年
金
増
に
つ
な
が
り
ま
す
。

「
な
ん
だ
、
あ
た
り
ま
え
の
こ
と
か
」と

思
わ
れ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
特
効

薬
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

　
も
ち
ろ
ん
、
年
金
制
度
が「
改
正
」さ

れ
れ
ば
年
金
生
活
者
の
暮
ら
し
は
よ

く
な
る
と
思
い
ま
す
。安
心
し
て
暮
ら

し
て
い
け
る
制
度
が
必
要
で
す
。

（
理
事
長

　社
会
保
険
労
務
士

　

菅
野
美
和
子
）

　
豚
骨
ラ
ー
メ
ン
が
ひ
し
め
く
博

多
の
中
で
、キ
ラ
リ
と
輝
く
黄
金
の

鳥
白
湯
ス
ー
プ
が
決
め
手
の
ラ
ー

メ
ン
を
提
供
し
て
い
る
『
や
ひ
ろ

屋
』さ
ん
。

　
中
太
麺
に
絡
む
旨
味
と
コ
ラ
ー

ゲ
ン
た
っ
ぷ
り
の
白
湯
ス
ー
プ
と
、

し
っ
と
り
で
す
が
ジ
ュ
ー
シ
ー
な

鳥
も
も
の
叉
焼
が
絶
品
の
一
杯
で

す
。

　
筆
者
も
ふ
く
し
生
協
本
部
か
ら

近
い
こ
の
お
店
に
足
繁
く
通
っ
て

い
ま
す
。　

（
本
部
・
世
利
）

知
恵
の
輪 

〜 

コ
ラ
ム

ラ
ー
メ
ン
探
訪
記

（
地
下
鉄
空
港
線「
中
洲
川
端
駅
」7
番
出
口
か
ら
徒
歩
約
3
分
）

ス
モ
ン
患
者
支
援

　

は
じ
め
て
知
っ
た「
薬
害
の
構
図
」

　
著
者
を
知
っ
た
の
は
、
５０
年
ほ
ど
前

に
出
会
っ
た
薬
害
ス
モ
ン
被
害
者
の
支

援
要
請
に
、
福
岡
市
職
労
が
当
時
専

従
執
行
委
員
だ
っ
た
私
を
「
ス
モ
ン
患

者
を
守
る
会
」
に
派
遣
し
た
の
が
始
ま

り
で
し
た
。被
害
の
実
態
を
何
も
知
ら

な
か
っ
た
私
た
ち
支
援
メ
ン
バ
ー
は
ス
モ

ン
患
者
の
家
庭
訪
問
と
薬
害
に
つ
い
て

学
習
を
始
め
ま
し
た
。

　
そ
の
時
、
テ
キ
ス
ト
に
し
た
の
が
高

野
氏
の「
く
す
り
と
私
た
ち
―
現
代
日

本
の
薬
害
」
で
し
た
。支
援
者
メ
ン
バ
ー

で
少
し
ず
つ
読
み
合
わ
せ
す
る
だ
け
で

す
が
、
薬
害
を
引
き
起
こ
す
メ
カ
ニ
ズ

ム
を
知
り
、
あ
ま
り
の
シ
ョッ
ク
を
覚
え

た
の
を
鮮
明
に
い
ま
で
も
思
い
出
し
ま

す
。氏
の
著
書
「
薬
学
概
論
」「
裁
か
れ

る
製
薬
企
業
」「
薬
害
ス
モ
ン
」「
日
本
の

薬
害
」「
ス
モ
ン
被
害
」「
障
害
原
論
」

「
戦
争
と
障
害
者
―
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
の

証
言
」「
誰
の
た
め
の
薬
か
―
社
会
薬

学
序
説
―
」な
ど
が
薬
害
根
絶
運
動
の

教
科
書
と
し
て
私
た
ち
を
ど
れ
ほ
ど

鍛
え
て
く
れ
た
か
図
り
知
れ
ま
せ
ん
。

自
分
な
ら
被
害
者
の
痛
み
を

わ
が
痛
み
と
し
て

　「
カ
リ
エ
ス
に
よ
る
下
半
身
ま
ひ
で
車

い
す
生
活
者
と
な
り
な
が
ら
も
、
サ
リ

ド
マ
イ
ド
や
ス
モ
ン
な
ど
の
薬
害
問
題

と
取
り
組
み
『
社
会
薬
学
』
と
い
う
新

し
い
学
問
分
野
を
切
り
拓
い
た
著
者

が
、
死
を
目
前
に
し
た
病
床
で
書
き
下

ろ
し
た
自
ら
の
波
乱
の
生
涯
」
と
紹
介

さ
れ
、
高
野
氏
自
身
が
「
私
の
生
き
ざ

ま
を
示
す
こ
と
に
よって
、
民
衆
の
た
め

の
学
問
は
ど
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
、
そ

れ
は
ど
ん
な
も
の
か
と
い
う
こ
と
を
提

示
し
、
若
い
研
究
者
、
技
術
者
への
メッ

セ
ー
ジ
に
、
ま
た
、
人
は
何
の
た
め
に
生

き
、
何
が
で
き
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
、

戦
後
民
主
主
義
の
体
現
者
で
あ
る
私
の

時
代
か
ら
の
証
言
と
し
て
語
り
継
ぎ
た

い
。…
」と
ま
え
が
き
で
述
べ
て
い
ま
す
。

　
何
よ
り
も
と
も
に
闘
っ
た
同
志
で
も

あ
っ
た
恵
美
子
夫
人
は
「
ど
ん
な
状
況

に
な
って
も
生
を
あ
き
ら
め
な
い
、彼
が

い
た
か
ら
こ
そ
で
き
た
と
思
わ
れ
る
組

合
結
成
、
ス
キ
ー
運
動
、
技
術
者
・
研

究
者
の
運
動
、
サ
リ
ド
マ
イ
ド
や
ス
モ
ン

を
な
く
す
運
動
な
ど
へ
の
参
加
で
私
に

自
主
性
を
引
き
出
し
て
く
れ
た
」と
語

ら
れ
ま
す
。本
の
中
の
見
出
し
「
一人
は

み
ん
な
の
た
め
に
、
み
ん
な
は一人
の
た

め
に
」
は
氏
の
生
き
方
の
す
べ
て
を
語
っ

て
い
ま
す
。

被
害
者
の
目
線
で

と
も
に
運
動
に
参
加

　
私
が
参
加
さ
せ
て
も
ら
っ
た
薬
害
ス

モ
ン
闘
争
で
、福
岡
県
ス
モ
ン
の
会
事
務

局
長
原
田
澄
子
さ
ん
の
「
壊
れ
た
る
こ

の
身
が
役
に
立
つ
と
い
う
薬
害
訴
え
今

日
も
街
ゆ
く
」
の
短
歌
と
そ
の
実
践

が
、
ど
れ
ほ
ど
全
国
の
被
害
者
や
支
援

者
を
励
ま
し
と
確
信
を
持
た
せ
た
か
、

私
は
「
組
合
役
員
を
辞
め
た
の
で
支
援

も
で
き
ま
せ
ん
」
と
だ
け
は
言
わ
な
い

と
固
く
決
意
し
た
も
の
で
す
。

　
福
岡
ス
モ
ン
裁
判
の
地
裁
判
決
は

1
9
7
8
年
11
月
14
日
、
証
言
に
立
つ

だ
け
で
な
く
共
に
闘
っ
て
き
た
高
野
氏

も
法
廷
に
い
て
、
正
に
画
期
的
な
判
決

を
引
き
出
し
ま
す
。判
決
は
原
田
さ
ん

の
短
歌
を
丸
ご
と
引
用
し
、
薬
害
根
絶

は
全
国
民
的
課
題
だ
と
明
言
し
ま
す
。

氏
は
「
裁
判
所
に
入
る
と
。職
員
の
対

応
も
よ
く
、
傍
聴
席
も
広
い
。裁
判
長

が
に
こ
や
か
に
笑
み
を
た
た
え
な
が
ら

入
廷
す
る
」と
こ
の
書
で
述
べ
、
福
岡
で

の
運
動
を
的
確
に
感
じ
と
ら
れ
て
い
た

の
で
す
。（
私
は
玄
関
前
で
集
会
の
進
行

を
し
て
い
ま
し
た
）

著
名
で
は
な
い
が

真
の
民
衆
の
た
め
の
科
学
を
追
求

　
研
究
と
運
動
の
集
大
成「
戦
後
薬
害

問
題
の
研
究（
博
士
論
文
）」の
あ
と
が

き
で
は
「
ス
モ
ン
被
害
者
や
弁
護
団
と

共
に
す
る
中
で
、
被
害
者
と
同
じ
地
平

に
立
ち
、
被
害
者
と
と
も
に
構
築
し
た

民
衆
の
た
め
の
科
学
と
し
て
有
効
性
が

検
証
さ
れ
た
こ
と
に
大
き
な
喜
び
を

感
じ
た
」と
述
べ
て
い
る
。

　
決
し
て
著
名
で
は
な
か
っ
た
け
れ

ど
、
氏
に
真
の
学
問
研
究
の
在
り
方
を

み
ま
す
。氏
は
こ
の
書
を
ま
と
め
85
年

３
月
に
50
歳
で
逝
去
さ
れ
ま
す
。私
は

ス
モ
ン
闘
争
の
中
で
大
き
な
教
え
を
受

け
た
の
で
し
た
。

（
日
下
部
恭
久

　東
区
香
椎
在
住
）

あ
る
車
い
す
薬
学
者
の
半
生

翼
折
れ  

爪
は
が
さ
れ
て
も

も
っ
と
知
っ
て
ほ
し
い「
文
庫
の
主
人
公
」
そ
の
10

博
多
区
綱
場
町
・『
や
ひ
ろ
屋
』さ
ん
の
鶏
そ
ば

高
野
哲
夫 

著
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年
金
額
を
増
や
す
方
法

Q
　
65
歳
の
男
性
で
す
。65
歳
で
退
職

す
る
予
定
で
し
た
が
、
65
歳
か
ら
の
年

金
額
を
知
っ
て
考
え
込
ん
で
い
ま
す
。

年
金
だ
け
で
は
生
活
で
き
ま
せ
ん
。年

金
額
を
増
や
す
方
法
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

A
　
年
金
だ
け
で
は
暮
ら
し
て
い
け

な
い
、
少
し
で
も
年
金
を
増
や
す
方
法

は
な
い
も
の
か
と
い
う
ご
質
問
を
よ

く
い
た
だ
き
ま
す
。年
金
額
を
大
幅
に

増
や
す
魔
法
の
方
法
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
何
も
方
法
が
な
い
わ
け
で
も
あ
り

ま
せ
ん
。

　
老
齢
厚
生
年
金
額
の
決
め
手
は
２

つ
あ
り
ま
す
。ひ
と
つ
は
給
料
や
ボ
ー

ナ
ス
で
す
。上
限
は
あ
り
ま
す
が
、
給

料
や
ボ
ー
ナ
ス
が
多
い
ほ
ど
年
金
額

も
多
く
な
る
仕
組
み
で
す
。20
万
円
の

給
料
の
人
よ
り
も
30
万
円
の
給
料
の

人
の
ほ
う
が
、
将
来
の
年
金
額
は
多
く

な
り
ま
す
。し
か
し
、
給
料
や
ボ
ー
ナ

ス
は
勤
務
先
が
決
め
る
の
で
、
思
う
よ

う
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
も
う
ひ
と
つ
の
年
金
額
の
決
め
手

は
、
厚
生
年
金
加
入
期
間
で
す
。厚
生

年
金
加
入
期
間
を
延
ば
す
、
つ
ま
り
長

く
働
く
と
い
う
こ
と
で
、
年
金
額
は
増

え
ま
す
。厚
生
年
金
に
は
最
長
70
歳
ま

で
加
入
で
き
ま
す
。継
続
し
て
働
け
る

な
ら
、
厚
生
年
金
に
加
入
で
き
る
条
件

で
70
歳
ま
で
働
く
と
、
年
金
額
も
増
え

ま
す
。65
歳
か
ら
70
歳
ま
で
の
間
は
、

毎
年
9
月
1
日
を
基
準
日
に
し
て
そ

れ
ま
で
の
加
入
期
間
を
年
金
額
に
追

加
す
る
の
で
、
毎
年
、
年
金
額
が
増
え

て
い
く
こ
と
を
実
感
で
き
ま
す
。

　
厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い
な
い
60

歳
以
降
の
人
で
、
過
去
に
国
民
年
金
の

未
納
期
間
が
あ
る
人
は
原
則
60
歳
か

ら
65
歳
に
な
る
ま
で
の
間
に
、
希
望
し

て
国
民
年
金
に
加
入
で
き
ま
す
。た
と

え
ば
、
2
年
間
の
未
納
期
間
が
あ
る
場

合
、
60
歳
か
ら
62
歳
に
な
る
ま
で
の
2

年
間
、
国
民
年
金
に
加
入
す
れ
ば
、
満

額
の
年
金
に
つ
な
が
り
ま
す
。も
ち
ろ

ん
保
険
料
と
い
う
支
出
は
あ
り
ま
す

が
、
老
齢
基
礎
年
金
は
増
え
、
長
生
き

す
れ
ば
効
果
も
大
き
く
な
り
ま
す
。

　
地
道
に
働
く
こ
と
、
保
険
料
を
支
払

う
こ
と
が
年
金
増
に
つ
な
が
り
ま
す
。

「
な
ん
だ
、
あ
た
り
ま
え
の
こ
と
か
」と

思
わ
れ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
特
効

薬
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

　
も
ち
ろ
ん
、
年
金
制
度
が「
改
正
」さ

れ
れ
ば
年
金
生
活
者
の
暮
ら
し
は
よ

く
な
る
と
思
い
ま
す
。安
心
し
て
暮
ら

し
て
い
け
る
制
度
が
必
要
で
す
。

（
理
事
長

　社
会
保
険
労
務
士

　

菅
野
美
和
子
）

　
豚
骨
ラ
ー
メ
ン
が
ひ
し
め
く
博

多
の
中
で
、キ
ラ
リ
と
輝
く
黄
金
の

鳥
白
湯
ス
ー
プ
が
決
め
手
の
ラ
ー

メ
ン
を
提
供
し
て
い
る
『
や
ひ
ろ

屋
』さ
ん
。

　
中
太
麺
に
絡
む
旨
味
と
コ
ラ
ー

ゲ
ン
た
っ
ぷ
り
の
白
湯
ス
ー
プ
と
、

し
っ
と
り
で
す
が
ジ
ュ
ー
シ
ー
な

鳥
も
も
の
叉
焼
が
絶
品
の
一
杯
で

す
。

　
筆
者
も
ふ
く
し
生
協
本
部
か
ら

近
い
こ
の
お
店
に
足
繁
く
通
っ
て

い
ま
す
。　

（
本
部
・
世
利
）

知
恵
の
輪 

〜 

コ
ラ
ム

ラ
ー
メ
ン
探
訪
記

（
地
下
鉄
空
港
線「
中
洲
川
端
駅
」7
番
出
口
か
ら
徒
歩
約
3
分
）

ス
モ
ン
患
者
支
援

　

は
じ
め
て
知
っ
た「
薬
害
の
構
図
」

　
著
者
を
知
っ
た
の
は
、
５０
年
ほ
ど
前

に
出
会
っ
た
薬
害
ス
モ
ン
被
害
者
の
支

援
要
請
に
、
福
岡
市
職
労
が
当
時
専

従
執
行
委
員
だ
っ
た
私
を
「
ス
モ
ン
患

者
を
守
る
会
」
に
派
遣
し
た
の
が
始
ま

り
で
し
た
。被
害
の
実
態
を
何
も
知
ら

な
か
っ
た
私
た
ち
支
援
メ
ン
バ
ー
は
ス
モ

ン
患
者
の
家
庭
訪
問
と
薬
害
に
つ
い
て

学
習
を
始
め
ま
し
た
。

　
そ
の
時
、
テ
キ
ス
ト
に
し
た
の
が
高

野
氏
の「
く
す
り
と
私
た
ち
―
現
代
日

本
の
薬
害
」
で
し
た
。支
援
者
メ
ン
バ
ー

で
少
し
ず
つ
読
み
合
わ
せ
す
る
だ
け
で

す
が
、
薬
害
を
引
き
起
こ
す
メ
カ
ニ
ズ

ム
を
知
り
、
あ
ま
り
の
シ
ョッ
ク
を
覚
え

た
の
を
鮮
明
に
い
ま
で
も
思
い
出
し
ま

す
。氏
の
著
書
「
薬
学
概
論
」「
裁
か
れ

る
製
薬
企
業
」「
薬
害
ス
モ
ン
」「
日
本
の

薬
害
」「
ス
モ
ン
被
害
」「
障
害
原
論
」

「
戦
争
と
障
害
者
―
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
の

証
言
」「
誰
の
た
め
の
薬
か
―
社
会
薬

学
序
説
―
」な
ど
が
薬
害
根
絶
運
動
の

教
科
書
と
し
て
私
た
ち
を
ど
れ
ほ
ど

鍛
え
て
く
れ
た
か
図
り
知
れ
ま
せ
ん
。

自
分
な
ら
被
害
者
の
痛
み
を

わ
が
痛
み
と
し
て

　「
カ
リ
エ
ス
に
よ
る
下
半
身
ま
ひ
で
車

い
す
生
活
者
と
な
り
な
が
ら
も
、
サ
リ

ド
マ
イ
ド
や
ス
モ
ン
な
ど
の
薬
害
問
題

と
取
り
組
み
『
社
会
薬
学
』
と
い
う
新

し
い
学
問
分
野
を
切
り
拓
い
た
著
者

が
、
死
を
目
前
に
し
た
病
床
で
書
き
下

ろ
し
た
自
ら
の
波
乱
の
生
涯
」
と
紹
介

さ
れ
、
高
野
氏
自
身
が
「
私
の
生
き
ざ

ま
を
示
す
こ
と
に
よって
、
民
衆
の
た
め

の
学
問
は
ど
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
、
そ

れ
は
ど
ん
な
も
の
か
と
い
う
こ
と
を
提

示
し
、
若
い
研
究
者
、
技
術
者
への
メッ

セ
ー
ジ
に
、
ま
た
、
人
は
何
の
た
め
に
生

き
、
何
が
で
き
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
、

戦
後
民
主
主
義
の
体
現
者
で
あ
る
私
の

時
代
か
ら
の
証
言
と
し
て
語
り
継
ぎ
た

い
。…
」と
ま
え
が
き
で
述
べ
て
い
ま
す
。

　
何
よ
り
も
と
も
に
闘
っ
た
同
志
で
も

あ
っ
た
恵
美
子
夫
人
は
「
ど
ん
な
状
況

に
な
って
も
生
を
あ
き
ら
め
な
い
、彼
が

い
た
か
ら
こ
そ
で
き
た
と
思
わ
れ
る
組

合
結
成
、
ス
キ
ー
運
動
、
技
術
者
・
研

究
者
の
運
動
、
サ
リ
ド
マ
イ
ド
や
ス
モ
ン

を
な
く
す
運
動
な
ど
へ
の
参
加
で
私
に

自
主
性
を
引
き
出
し
て
く
れ
た
」と
語

ら
れ
ま
す
。本
の
中
の
見
出
し
「
一人
は

み
ん
な
の
た
め
に
、
み
ん
な
は一人
の
た

め
に
」
は
氏
の
生
き
方
の
す
べ
て
を
語
っ

て
い
ま
す
。

被
害
者
の
目
線
で

と
も
に
運
動
に
参
加

　
私
が
参
加
さ
せ
て
も
ら
っ
た
薬
害
ス

モ
ン
闘
争
で
、福
岡
県
ス
モ
ン
の
会
事
務

局
長
原
田
澄
子
さ
ん
の
「
壊
れ
た
る
こ

の
身
が
役
に
立
つ
と
い
う
薬
害
訴
え
今

日
も
街
ゆ
く
」
の
短
歌
と
そ
の
実
践

が
、
ど
れ
ほ
ど
全
国
の
被
害
者
や
支
援

者
を
励
ま
し
と
確
信
を
持
た
せ
た
か
、

私
は
「
組
合
役
員
を
辞
め
た
の
で
支
援

も
で
き
ま
せ
ん
」
と
だ
け
は
言
わ
な
い

と
固
く
決
意
し
た
も
の
で
す
。

　
福
岡
ス
モ
ン
裁
判
の
地
裁
判
決
は

1
9
7
8
年
11
月
14
日
、
証
言
に
立
つ

だ
け
で
な
く
共
に
闘
っ
て
き
た
高
野
氏

も
法
廷
に
い
て
、
正
に
画
期
的
な
判
決

を
引
き
出
し
ま
す
。判
決
は
原
田
さ
ん

の
短
歌
を
丸
ご
と
引
用
し
、
薬
害
根
絶

は
全
国
民
的
課
題
だ
と
明
言
し
ま
す
。

氏
は
「
裁
判
所
に
入
る
と
。職
員
の
対

応
も
よ
く
、
傍
聴
席
も
広
い
。裁
判
長

が
に
こ
や
か
に
笑
み
を
た
た
え
な
が
ら

入
廷
す
る
」と
こ
の
書
で
述
べ
、
福
岡
で

の
運
動
を
的
確
に
感
じ
と
ら
れ
て
い
た

の
で
す
。（
私
は
玄
関
前
で
集
会
の
進
行

を
し
て
い
ま
し
た
）

著
名
で
は
な
い
が

真
の
民
衆
の
た
め
の
科
学
を
追
求

　
研
究
と
運
動
の
集
大
成「
戦
後
薬
害

問
題
の
研
究（
博
士
論
文
）」の
あ
と
が

き
で
は
「
ス
モ
ン
被
害
者
や
弁
護
団
と

共
に
す
る
中
で
、
被
害
者
と
同
じ
地
平

に
立
ち
、
被
害
者
と
と
も
に
構
築
し
た

民
衆
の
た
め
の
科
学
と
し
て
有
効
性
が

検
証
さ
れ
た
こ
と
に
大
き
な
喜
び
を

感
じ
た
」と
述
べ
て
い
る
。

　
決
し
て
著
名
で
は
な
か
っ
た
け
れ

ど
、
氏
に
真
の
学
問
研
究
の
在
り
方
を

み
ま
す
。氏
は
こ
の
書
を
ま
と
め
85
年

３
月
に
50
歳
で
逝
去
さ
れ
ま
す
。私
は

ス
モ
ン
闘
争
の
中
で
大
き
な
教
え
を
受

け
た
の
で
し
た
。

（
日
下
部
恭
久

　東
区
香
椎
在
住
）

あ
る
車
い
す
薬
学
者
の
半
生

翼
折
れ  

爪
は
が
さ
れ
て
も

も
っ
と
知
っ
て
ほ
し
い「
文
庫
の
主
人
公
」
そ
の
10

博
多
区
綱
場
町
・『
や
ひ
ろ
屋
』さ
ん
の
鶏
そ
ば

高
野
哲
夫 

著
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写真①　輪島市の住宅街

写真③　珠洲市の観光名所「見附島」の現在

国会請願署名の取り組みにご協力をいただきありがとうございます！
　前号お知らせしました「介護保険制度の抜本改善、介護従事者の処遇改善を求める請願署
名」は大きな反響をいただき、一次集約の終了までに1406 筆（目標比 42.2％）の署名協力をいた
だきました。誠にありがとうございます。
　今後通常国会への提出に向けて、二次集約を募集いたします。受付締め切りは2026 年 2月末
までとしております。署名用紙など、詳しくは本部または最寄りの事業所へお問い合わせください。

　
２
０
２
５
年
１
月
に
６７
歳
で
死
去
し
た
森
永
卓
郎
氏
が
、
晩
年
に
執
筆
出
版
し
た一

連
の
著
作
は
、こ
れ
ま
で
の
タ
ブ
ー
に
触
れ
た
こ
と
で
、世
間
に
波
紋
を
広
げ
て
い
る
。そ

の
６
冊
を
紹
介
し
よ
う
。出
版
社
は
い
ず
れ
も
三
五
館
シ
ン
シ
ャ（
中
野
長
武
社
長
）。

　「ザ
イ
ム
真
理
教
」（
２
０
２
３
年
５
月
発
行
）

　「書
い
て
は
い
け
な
い
」（
２
０
２
４
年
２
月
発
行
）

　「が
ん
闘
病
日
記
」（
同
年
６
月
発
行
）

　「投
資
依
存
症
」（
同
年
９
月
発
行
）

　「官
僚
生
態
図
鑑
」（
同
年
１１
月
発
行
）

　「保
身
の
経
済
学
」（
２
０
２
５
年
４
月
発
行
・
遺
作
）

　
東
京
大
学
卒
業
後
、日
本
専
売
公
社（
現
Ｊ
Ｔ
）に
就
職
し
た
森
永
氏
は
、大
蔵
省

（
現
財
務
省
）に
出
入
り
す
る
こ
と
が
多
く
、
世
間
に
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
大
蔵

省
の
実
態
を
知
る
よ
う
に
な
る
。後
年
、
経
済
企
画
庁
へ
出
向
。独
立
し
て
経
済
ア
ナ

リ
ス
ト
や
大
学
教
授
と
し
て
テ
レ
ビ
出
演
な
ど
お
茶
の
間
に
も
人
気
の一人
だ
っ
た
が
、

こ
れ
ま
で
他
人
が
触
れ
て
こ
な
か
っ
た
数
々
の
真
実
を
語
る
に
つ
れ
て
、テ
レ
ビ
出
演
の

機
会
を
失
う
。

　
官
庁
の
頂
点
に
立
つ
財
務
省
は
、国
の
予
算
を
握
る一方
で
、傘
下
の
国
税
庁
を
通

じ
て
徴
税
や
税
務
調
査
と
い
う
大
き
な
権
限
を
以
って
各
所
に
に
ら
み
を
利
か
す
存

在
だ
。そ
の
真
の
姿
を
綴
っ
た
原
稿
を
、
大
手
の
出
版
社
数
社
に
持
ち
込
む
が
、い
ず

れ
も
断
ら
れ
、
一度
の
メ
ー
ル
の
や
り
取
り
だ
け
で
面
識
の
な
い
無
名
の
出
版
社
で
あ

る「
三
五
館
シ
ン
シ
ャ
」の
中
野
社
長
に
原
稿
を
預
け
る
。中
野
氏
は一読
し
て
即
座
に

刊
行
を
決
意
。そ
れ
か
ら
２
年
の
間
に
６
冊
の
著
書
を
世
に
送
り
出
し
た
。当
初
は

世
間
に
見
向
き
も
さ
れ
な
か
っ
た
著
書
は
、今
で
は
書
店
に
平
積
み
さ
れ
て
い
る
。

　
世
の
中
で
通
用
し
て
い
る〝
常
識
〞
を
安
易
に
信
じ
る
こ
と
な
く
、
自
分
で
調
べ
た

上
で
納
得
し
て
行
動
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
、森
永
氏
の
著
書
は
教
え
て
く
れ
る
。

岐
部
博
之（
直
方
市
在
住
）

名
著
・
好
著
紹
介

　ふくし生協も加盟する福岡県生活協同組合
連合会では、石川県・能登地方を襲った2024年
1月1日の大地震、同年9月21日からの豪雨水害
の被害と復興状況を把握するため、11月24～25
日に役員9名が現地を訪問し、ふくし生協からは
私が参加しました。
　大地震から約2年が経過しましたが、これまで
に震度5以上の地震が18回、震度1以上は1651
回を数え（2025年10月末現在）、現地では現在も
頻繁に地震が発生しています。現地入りした日、
私のスマホの地震速報は2回鳴りました。
　訪問したのは県北の輪島市と珠洲市で、県内
でも最も被害が大きかった地域です。輪島市は
朝市が有名ですが、これまでの場所は復旧が進
まず、業者の方はディスカウントストアの中の約半
分を使って「出張朝市」で生計を立てています。
『「もう終わりだ」と思ったけど、みんなに助けられ
てねー』と笑顔で語っていただいたことが心に残
ります。

　今回の災害で241人の方が亡くなられました。
地震による圧死か、逃げられず溺死したのか、今
でもよくわかっていないそうです。地震と津波によ
る住宅家屋被害は全壊7700棟、半壊9500棟
で、住宅街は現在も3軒に1軒は更地のまま（写
真①）で、港は津波が押し寄せた状態のまま（写
真②）、復興が進んでいません。県内の6割超が
液状化（揺れにより地盤が柔らかくなる）現象で、
今後も数十年に渡って建物を建てることができな

い地域も多いとのことでした。

　このような極めて大変な状況の中、現地の生
協が大きな役割を果たしていました。想定を大き
く超える災害が突然発生した中で災害対策本部
を立ち上げ、職員・家族・組合員の安否確認を
最優先に、「たすけあい」「つながり」の組織とし
てリーダーシップを発揮して行政や社会保障協
議会と連携して、発生から１年間は全国からの
応援を受け、息の長いとりくみを展開し、支援物
資と義援金を有効に生かすとりくみが今でも行わ
れています。国や行政では手が届かないところを
市民団体や生協が支えることで、少しずつ、確実
に復興が進められようとしています。

　災害の規模は年々拡大しています。福岡でも
いつ、どのような災害が発生するかわかりませ
ん。このような事態に備え、できる限りの準備をお
こなっておくことが、「たすけあい」の組織である
生協の役割だと実感した2日間でした。

（専務理事　花田眞人）

能登地方(石川県輪島市・珠洲市 )の現状
～現地の生協組織の役割～

写真②　珠洲市の港
震災当時からの流木が未だに残っている（写真中央）

　
私
が
入
っ
て
る
北
九
州
映
画

サ
ー
ク
ル
協
議
会
を
紹
介
し
ま

す
。映
サ
は
、
映
画
好
き
に
よ
る

映
画
好
き
の
為
の
サ
ー
ク
ル
で
、

今
年
創
立
72
年
の
歴
史
を
持
つ

日
本
で
も
古
参
の
サ
ー
ク
ル
で

す
。

　
皆
さ
ん
そ
う
で
し
ょ
う
が
、
映

画
を
観
る
時
、
好
き
な
俳
優
や

監
督
の
作
品
や
好
き
な
ジ
ャ
ン

ル
の
作
品
を
選
ぶ
ん
じ
ゃ
な
い

か
な
？
映
サ
は
、
会
費
が
月
１
、

１
０
０
円
で
、
毎
月
１
回
の
例
会

作
品
が
観
ら
れ
ま
す
。作
品
は
ア

ン
ケ
ー
ト
や
代
表
者
会
議
で
決

ま
る
為
、
余
計
な
？
先
入
観
や

過
大
な
期
待
も
無
く
（
笑
）
観
れ

る
の
で
！
本
当
に
新
鮮
な
感
動

に
出
会
う
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　
ま
た
毎
月
配
布
さ
れ
る
機
関

紙
・
泉
に
は
会
員
の
一
口
感
想

が
載
る
の
で
、自
分
と
は
違
う
見

方
を
知
る
楽
し
み
も
有
り
ま
す
。

是
非
、
皆
さ
ん
も
！
こ
の
楽
し
み

を
分
か
ち
合
い
ま
し
ょ
う
。

北
九
州
市
在
住

　加
藤

　昌
隆

『
北
九
州
映
画

　サ
ー
ク
ル
協
議
会
』

わ
た
し
の
サ
ー
ク
ル
活
動
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す
。

　
皆
さ
ん
そ
う
で
し
ょ
う
が
、
映

画
を
観
る
時
、
好
き
な
俳
優
や

監
督
の
作
品
や
好
き
な
ジ
ャ
ン

ル
の
作
品
を
選
ぶ
ん
じ
ゃ
な
い

か
な
？
映
サ
は
、
会
費
が
月
１
、

１
０
０
円
で
、
毎
月
１
回
の
例
会

作
品
が
観
ら
れ
ま
す
。作
品
は
ア

ン
ケ
ー
ト
や
代
表
者
会
議
で
決

ま
る
為
、
余
計
な
？
先
入
観
や

過
大
な
期
待
も
無
く
（
笑
）
観
れ

る
の
で
！
本
当
に
新
鮮
な
感
動

に
出
会
う
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　
ま
た
毎
月
配
布
さ
れ
る
機
関

紙
・
泉
に
は
会
員
の
一
口
感
想

が
載
る
の
で
、自
分
と
は
違
う
見

方
を
知
る
楽
し
み
も
有
り
ま
す
。

是
非
、
皆
さ
ん
も
！
こ
の
楽
し
み

を
分
か
ち
合
い
ま
し
ょ
う
。

北
九
州
市
在
住

　加
藤

　昌
隆

『
北
九
州
映
画

　サ
ー
ク
ル
協
議
会
』

わ
た
し
の
サ
ー
ク
ル
活
動
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86
▼
タ
テ
、ヨ
コ
の《
カ
ギ
》に
従
っ
て
マ
ス
目
に
言
葉
を
入
れ

て
く
だ
さ
い
。た
だ
し
、右
下
隅
に
☆
の
あ
る
マ
ス
に
は
漢

字
が
入
り
ま
す
。タ
テ
、ヨ
コ
で
漢
字
の
読
み
は
違
っ
て
い

ま
す
。す
べ
て
の
マ
ス
を
埋
め
終
わ
っ
た
ら
、二
重
マ
ス
の
中

の
文
字
を
並
べ
替
え
て
、〈
ヒ
ン
ト
〉に
ふ
さ
わ
し
い
言
葉
を

作
っ
て
く
だ
さ
い
。そ
れ
が
答
え
で
す
。

〈
ヒ
ン
ト
〉

今
年
が
良
い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
に

《
タ
テ
の
カ
ギ
》

《
ヨ
コ
の
カ
ギ
》

ロスク ワ ド パー ズル

堂
々
と
し
て
厳
か
な
こ
と
。
〜
を
保
つ

〜
を
滅
却
す
れ
ば
火
も
ま
た
涼
し

人
や
貨
物
を
運
ぶ
こ
と

平
和
の
象
徴
と
さ
れ
る
鳥

人
が
持
っ
て
い
る
べ
き
思
慮
に
欠
け
る
こ
と

新
年
、
消
防
士
が
そ
ろ
っ
て
行
い
ま
す

人
と
の
付
き
合
い
。
〜
が
絶
え
る

物
事
を
判
断
す
る
と
き
の

基
準
に
な
る
考
え
方

お
正
月
、
大
小
２
個
の
お
供
え

苦
労
せ
ず
に
利
益
を
得
る
、
〜
で
粟

年
賀
の
あ
い
さ
つ
と
し
て
書
く
言
葉

水
素
は
Ｈ
、
酸
素
は
Ｏ
、
〜
記
号

〜
の
ふ
り
見
て
わ
が
ふ
り
直
せ

古
く
か
ら
の
歴
史
を
持
ち
、

現
在
も
続
け
ら
れ
て
い
る
儀
式

英
語
で
「
Ｐ
Ｅ
Ｒ
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｓ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
」

視
力
を
矯
正
す
る
た
め
に
か
け
ま
す

事
前
に
知
ら
せ
ず
出
し
抜
け
に
行
う
こ
と
。

〜
テ
ス
ト

冬
の
朝
、
地
表
の
水
蒸
気
が
凍
り
、

そ
の
た
め
草
木
が
生
気
を
失
う
こ
と

奈
良
の
春
日
大
社
で
は
神
の
使
い

お
み
く
じ
、
大
な
ら
い
い
な

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
強
さ
を
補
う
た
め
に

埋
め
込
み
ま
す

前回の答（№85）

（
オ
モ
チ
ツ
キ
）

◎
完
成
し
た
言
葉
と「
ひ
ゃ
く
さ
い
」の
感
想

な
ど
を
は
が
き
に
書
い
て
、「
ふ
く
し
生
協
・

広
報
委
員
会
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
係
」ま

で

　月

　日
必
着
。ま
た
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ

り
の
ご
回
答
も
可
能
で
す
。 

9 9

10

12

8

4

8

2 3

■
前
回
の
答
え
は「
お
餅
つ
き
」で
し
た
。

11
☆

☆

7

16

２

10

■
厳
正
な
抽
選
の
結
果
、
左
記
10
名
に

Ｑ
Ｕ
Ｏ
カ
ー
ド
５
０
０
円
券
を
お
送
り

い
た
し
ま
し
た
。

5

1817

15

1

6

14
　
▼「
住
み
慣
れ
た
ま
ち
で
安
心
し

て
老
い
た
い
」
み
ん
な
が
望
む
ス
ロ
ー

ガ
ン
で
す
。

　
事
業
所
の
皆
様
の
ガ
ン
バ
リ
に
と

て
も
期
待
し
ま
す
。

（
糸
島
市
福
吉
・
東

　英
美
子
）

　
▼
久
々
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
挑
戦
で

し
た
が
、
年
末
年
始
関
連
の
お
題
で

も
う
年
末
も
す
ぐ
に
そ
こ
だ
な
と
思

い
な
が
ら
楽
し
ま
せ
て
も
ら
い
ま
し

た
。

（
北
九
州
市
八
幡
西
区
・
ペ
ン
ネ
ー
ム
赤
タ
オ
ル
）

　
▼
職
員
リ
レ
ー
エ
ッ
セ
イ
よ
り
、
ひ

ま
わ
り
の
庭
で
梅
や
野
菜
が
採
れ
る

環
境
、素
敵
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　
来
年
は
梅
干
し
が
、
成
功
す
る
と

い
い
で
す
ね
！

（
匿
名
希
望
）

　
▼「
お
も
ち
つ
き
」
子
ど
も
の
頃
は

祖
父
母
宅
に
大
勢
で
集
ま
っ
て
ワ
イ

ワ
イ
に
ぎ
や
か
に
行
っ
て
ま
し
た
。今

で
は
保
育
園
の
行
事
で
少
し
参
加
す

る
程
度
で
す
。

（
北
九
州
市
八
幡
東
区
・
河
上

　由
布
子
）

　
▼「
ゆ
い
サ
ポ
ー
ト
」
住
み
な
れ
た

地
域
で
暮
ら
し
続
け
る
た
め
に
大
切

な
活
動
だ
と
お
も
い
ま
す
。

（
佐
賀
市
・
峯
村

　光
郎
）

　
▼
署
名
用
紙
を
送
る
つ
い
で
に
久

し
ぶ
り
に
「
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
」

に
応
募
し
ま
す
。

　
８
Ｐ
の
「
経
済
情
勢
と
介
護
情
勢
」

を
読
み
、
以
前
か
ら
心
配
し
て
い
た

事
が
現
実
に
な
り
つ
つ
あ
る
と
思
い

ま
し
た
。本
当
に
こ
の
ま
ま
で
は
介
護

保
険
制
度
が
崩
壊
す
る
恐
れ
が
あ
り

ま
す
。

　
幸
い
ま
だ
介
護
保
険
は
使
っ
て
い

ま
せ
ん
が
、
必
要
に
な
っ
た
時
に
サ
ー

ビ
ス
が
使
え
な
い
と
い
う
事
に
な
り

か
ね
ま
せ
ん
。

　
大
切
な
事
で
す
か
ら
、〆
切
の
来

年
２
月
ま
で
署
名
を
集
め
ま
す
。私

た
ち
の
声
が
政
府
に
届
く
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

（
水
巻
町
・
村
田

　和
子
）

　
▼
経
済
情
勢
と
介
護
情
勢
の
記
事

を
見
る
ま
で
も
な
く
、
物
価
は
上
が

り
、年
金
は
据
え
置
き
状
態
で
、暮
ら

し
は
厳
し
く
な
る
ば
か
り
で
す
。

　
右
肩
上
が
り
な
ど
望
む
べ
く
も
あ

り
ま
せ
ん
が
、
高
齢
者
、
弱
者
の
暮
ら

し
に
く
さ
は
増
す
ば
か
り
。こ
ん
な

時
代
だ
か
ら
こ
そ
ふ
く
し
生
協
に
頑

張
っ
て
欲
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
宗
像
市

　ペ
ン
ネ
ー
ム
ヒ
ロ
ち
ゃ
ん
）

　
▼
御
世
話
に
な
り
ま
し
た
。来
年

も
又
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
水
巻
町
・
山
下

　俊
次
）

　
▼
年
が
あ
け
ま
し
た
。今
年
も
健

康
に
留
意
し
て
元
気
で
働
け
る
事
が

目
標
で
す
。

　
夫
も
25
年
前
に
亡
く
な
り
身
内
の

介
護
の
心
配
が
な
い
の
で
他
人
様
の

介
護
を
仕
事
と
し
て
い
ま
す
。

　
仕
事
は
大
好
き
な
の
で
苦
に
は
な

り
ま
せ
ん
。利
用
者
様
の
笑
顔
で
私

も
元
気
を
も
ら
い
ま
す
。

　
こ
の
一
年
何
事
も
起
き
な
い
よ
う

そ
し
て
世
界
に
平
和
が
お
と
ず
れ
る

事
を
願
っ
て
い
ま
す
。

（
北
九
州
市
八
幡
西
区
・
板
山

　一
子
）

　
▼
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
の
所
が

広
く
な
っ
た
の
で
見
や
す
く
な
り
ま

し
た
。と
て
も
読
み
や
す
い
で
す
。

（
飯
塚
市
・
富
田

　順
子
）

　
▼
ち
ょ
っ
ぴ
り
早
い
年
賀
状
、
こ
と

し
も
い
ろ
い
ろ
な
馬
を
か
き
ま
し
た
。

　
子
ど
も
の
頃
、叔
父
と
一
緒
に
競
馬

を
見
に
行
っ
て
ま
し
た
の
で
馬
が
今

で
も
大
好
き
で
す
。

　
１
８
０
枚
出
し
ま
す
。馬
の
目
に
恋

し
て
い
ま
す
。ぞ
く
っ
と
す
る
よ
う
な

（
遠
賀
郡
水
巻
町
・
江
上

　淑
子
）

　
▼
事
業
所
案
内
で
ぬ
く
も
り
事
業

所
（
粕
屋
町
）
が
紹
介
さ
れ
て
い
て
と

て
も
な
つ
か
し
か
っ
た
で
す
。13
年
前

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成
研
修
２
級
課

程
を
修
了
し
少
し
の
間
こ
こ
で
働
い

た
事
が
あ
り
ま
す
。

（
粕
屋
町
・
合
屋

　美
智
子
）

　
▼
数
十
年
前
の
話
。父
の
実
家
で

年
末
の
も
ち
つ
き
大
会
が
あ
り
、
近

所
の
方
々
の
参
加
も
あ
り
、
大
盛
り

上
が
り
。「
こ
の
人
数
な
ら
田
植
え
も

で
き
そ
う
だ
な
」
と
、
父
の
一
言
が
忘

れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
昔
は
町
内
皆
で
協
力
し
て
た
の
で

し
ょ
う
。心
あ
た
た
ま
る
思
い
出
の
一

つ
で
す
。

（
福
岡
市
東
区
・
池
口

　悦
子
）

読  

者  

の  

声
（
敬
称
略
）

匿
名
希
望
様
　（
福
岡
市
早
良
区
）

匿
名
希
望
様
　（
北
九
州
市
八
幡
東
区
）

や
み
や
ま
様
　（
福
岡
市
南
区
）

江
上
　
淑
子
様（
遠
賀
郡
水
巻
町
）

小
家
野
　
勇
様（
北
九
州
市
八
幡
東
区
）

甲
斐
田
　
稔
様（
飯
塚
市
勢
田
）

赤
タ
オ
ル
様
　（
北
九
州
市
八
幡
西
区
）

匿
名
希
望
様
　（
北
九
州
市
八
幡
西
区
）

安
永
　
光
恵
様（
飯
塚
市
勢
田
）

峯
村
　
光
郎
様（
佐
賀
市
鍋
島
）
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▼
タ
テ
、ヨ
コ
の《
カ
ギ
》に
従
っ
て
マ
ス
目
に
言
葉
を
入
れ

て
く
だ
さ
い
。た
だ
し
、右
下
隅
に
☆
の
あ
る
マ
ス
に
は
漢

字
が
入
り
ま
す
。タ
テ
、ヨ
コ
で
漢
字
の
読
み
は
違
っ
て
い

ま
す
。す
べ
て
の
マ
ス
を
埋
め
終
わ
っ
た
ら
、二
重
マ
ス
の
中

の
文
字
を
並
べ
替
え
て
、〈
ヒ
ン
ト
〉に
ふ
さ
わ
し
い
言
葉
を

作
っ
て
く
だ
さ
い
。そ
れ
が
答
え
で
す
。

〈
ヒ
ン
ト
〉

今
年
が
良
い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
に

《
タ
テ
の
カ
ギ
》

《
ヨ
コ
の
カ
ギ
》

ロスク ワ ド パー ズル

堂
々
と
し
て
厳
か
な
こ
と
。
〜
を
保
つ

〜
を
滅
却
す
れ
ば
火
も
ま
た
涼
し

人
や
貨
物
を
運
ぶ
こ
と

平
和
の
象
徴
と
さ
れ
る
鳥

人
が
持
っ
て
い
る
べ
き
思
慮
に
欠
け
る
こ
と

新
年
、
消
防
士
が
そ
ろ
っ
て
行
い
ま
す

人
と
の
付
き
合
い
。
〜
が
絶
え
る

物
事
を
判
断
す
る
と
き
の

基
準
に
な
る
考
え
方

お
正
月
、
大
小
２
個
の
お
供
え

苦
労
せ
ず
に
利
益
を
得
る
、
〜
で
粟

年
賀
の
あ
い
さ
つ
と
し
て
書
く
言
葉

水
素
は
Ｈ
、
酸
素
は
Ｏ
、
〜
記
号

〜
の
ふ
り
見
て
わ
が
ふ
り
直
せ

古
く
か
ら
の
歴
史
を
持
ち
、

現
在
も
続
け
ら
れ
て
い
る
儀
式

英
語
で
「
Ｐ
Ｅ
Ｒ
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｓ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
」

視
力
を
矯
正
す
る
た
め
に
か
け
ま
す

事
前
に
知
ら
せ
ず
出
し
抜
け
に
行
う
こ
と
。

〜
テ
ス
ト

冬
の
朝
、
地
表
の
水
蒸
気
が
凍
り
、

そ
の
た
め
草
木
が
生
気
を
失
う
こ
と

奈
良
の
春
日
大
社
で
は
神
の
使
い

お
み
く
じ
、
大
な
ら
い
い
な

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
強
さ
を
補
う
た
め
に

埋
め
込
み
ま
す

前回の答（№85）

（
オ
モ
チ
ツ
キ
）

◎
完
成
し
た
言
葉
と「
ひ
ゃ
く
さ
い
」の
感
想

な
ど
を
は
が
き
に
書
い
て
、「
ふ
く
し
生
協
・

広
報
委
員
会
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
係
」ま

で

　月

　日
必
着
。ま
た
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ

り
の
ご
回
答
も
可
能
で
す
。 
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回
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▼「
住
み
慣
れ
た
ま
ち
で
安
心
し

て
老
い
た
い
」
み
ん
な
が
望
む
ス
ロ
ー

ガ
ン
で
す
。

　
事
業
所
の
皆
様
の
ガ
ン
バ
リ
に
と

て
も
期
待
し
ま
す
。

（
糸
島
市
福
吉
・
東

　英
美
子
）

　
▼
久
々
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
挑
戦
で

し
た
が
、
年
末
年
始
関
連
の
お
題
で

も
う
年
末
も
す
ぐ
に
そ
こ
だ
な
と
思

い
な
が
ら
楽
し
ま
せ
て
も
ら
い
ま
し

た
。

（
北
九
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市
八
幡
西
区
・
ペ
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ネ
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ム
赤
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ル
）

　
▼
職
員
リ
レ
ー
エ
ッ
セ
イ
よ
り
、
ひ

ま
わ
り
の
庭
で
梅
や
野
菜
が
採
れ
る

環
境
、素
敵
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　
来
年
は
梅
干
し
が
、
成
功
す
る
と

い
い
で
す
ね
！

（
匿
名
希
望
）

　
▼「
お
も
ち
つ
き
」
子
ど
も
の
頃
は

祖
父
母
宅
に
大
勢
で
集
ま
っ
て
ワ
イ

ワ
イ
に
ぎ
や
か
に
行
っ
て
ま
し
た
。今

で
は
保
育
園
の
行
事
で
少
し
参
加
す

る
程
度
で
す
。

（
北
九
州
市
八
幡
東
区
・
河
上

　由
布
子
）

　
▼「
ゆ
い
サ
ポ
ー
ト
」
住
み
な
れ
た

地
域
で
暮
ら
し
続
け
る
た
め
に
大
切

な
活
動
だ
と
お
も
い
ま
す
。

（
佐
賀
市
・
峯
村

　光
郎
）

　
▼
署
名
用
紙
を
送
る
つ
い
で
に
久

し
ぶ
り
に
「
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
」

に
応
募
し
ま
す
。

　
８
Ｐ
の
「
経
済
情
勢
と
介
護
情
勢
」

を
読
み
、
以
前
か
ら
心
配
し
て
い
た

事
が
現
実
に
な
り
つ
つ
あ
る
と
思
い

ま
し
た
。本
当
に
こ
の
ま
ま
で
は
介
護

保
険
制
度
が
崩
壊
す
る
恐
れ
が
あ
り

ま
す
。

　
幸
い
ま
だ
介
護
保
険
は
使
っ
て
い

ま
せ
ん
が
、
必
要
に
な
っ
た
時
に
サ
ー

ビ
ス
が
使
え
な
い
と
い
う
事
に
な
り

か
ね
ま
せ
ん
。

　
大
切
な
事
で
す
か
ら
、〆
切
の
来

年
２
月
ま
で
署
名
を
集
め
ま
す
。私

た
ち
の
声
が
政
府
に
届
く
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

（
水
巻
町
・
村
田

　和
子
）

　
▼
経
済
情
勢
と
介
護
情
勢
の
記
事

を
見
る
ま
で
も
な
く
、
物
価
は
上
が

り
、年
金
は
据
え
置
き
状
態
で
、暮
ら

し
は
厳
し
く
な
る
ば
か
り
で
す
。

　
右
肩
上
が
り
な
ど
望
む
べ
く
も
あ

り
ま
せ
ん
が
、
高
齢
者
、
弱
者
の
暮
ら

し
に
く
さ
は
増
す
ば
か
り
。こ
ん
な

時
代
だ
か
ら
こ
そ
ふ
く
し
生
協
に
頑

張
っ
て
欲
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
宗
像
市

　ペ
ン
ネ
ー
ム
ヒ
ロ
ち
ゃ
ん
）

　
▼
御
世
話
に
な
り
ま
し
た
。来
年

も
又
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
水
巻
町
・
山
下

　俊
次
）

　
▼
年
が
あ
け
ま
し
た
。今
年
も
健

康
に
留
意
し
て
元
気
で
働
け
る
事
が

目
標
で
す
。

　
夫
も
25
年
前
に
亡
く
な
り
身
内
の

介
護
の
心
配
が
な
い
の
で
他
人
様
の

介
護
を
仕
事
と
し
て
い
ま
す
。

　
仕
事
は
大
好
き
な
の
で
苦
に
は
な

り
ま
せ
ん
。利
用
者
様
の
笑
顔
で
私

も
元
気
を
も
ら
い
ま
す
。

　
こ
の
一
年
何
事
も
起
き
な
い
よ
う

そ
し
て
世
界
に
平
和
が
お
と
ず
れ
る

事
を
願
っ
て
い
ま
す
。

（
北
九
州
市
八
幡
西
区
・
板
山

　一
子
）

　
▼
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
の
所
が

広
く
な
っ
た
の
で
見
や
す
く
な
り
ま

し
た
。と
て
も
読
み
や
す
い
で
す
。

（
飯
塚
市
・
富
田

　順
子
）

　
▼
ち
ょ
っ
ぴ
り
早
い
年
賀
状
、
こ
と

し
も
い
ろ
い
ろ
な
馬
を
か
き
ま
し
た
。

　
子
ど
も
の
頃
、叔
父
と
一
緒
に
競
馬

を
見
に
行
っ
て
ま
し
た
の
で
馬
が
今

で
も
大
好
き
で
す
。

　
１
８
０
枚
出
し
ま
す
。馬
の
目
に
恋

し
て
い
ま
す
。ぞ
く
っ
と
す
る
よ
う
な

（
遠
賀
郡
水
巻
町
・
江
上

　淑
子
）

　
▼
事
業
所
案
内
で
ぬ
く
も
り
事
業

所
（
粕
屋
町
）
が
紹
介
さ
れ
て
い
て
と

て
も
な
つ
か
し
か
っ
た
で
す
。13
年
前

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成
研
修
２
級
課

程
を
修
了
し
少
し
の
間
こ
こ
で
働
い

た
事
が
あ
り
ま
す
。

（
粕
屋
町
・
合
屋

　美
智
子
）

　
▼
数
十
年
前
の
話
。父
の
実
家
で

年
末
の
も
ち
つ
き
大
会
が
あ
り
、
近

所
の
方
々
の
参
加
も
あ
り
、
大
盛
り

上
が
り
。「
こ
の
人
数
な
ら
田
植
え
も

で
き
そ
う
だ
な
」
と
、
父
の
一
言
が
忘

れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
昔
は
町
内
皆
で
協
力
し
て
た
の
で

し
ょ
う
。心
あ
た
た
ま
る
思
い
出
の
一

つ
で
す
。

（
福
岡
市
東
区
・
池
口

　悦
子
）

読  

者  

の  

声
（
敬
称
略
）

匿
名
希
望
様
　（
福
岡
市
早
良
区
）

匿
名
希
望
様
　（
北
九
州
市
八
幡
東
区
）

や
み
や
ま
様
　（
福
岡
市
南
区
）

江
上
　
淑
子
様（
遠
賀
郡
水
巻
町
）

小
家
野
　
勇
様（
北
九
州
市
八
幡
東
区
）

甲
斐
田
　
稔
様（
飯
塚
市
勢
田
）

赤
タ
オ
ル
様
　（
北
九
州
市
八
幡
西
区
）

匿
名
希
望
様
　（
北
九
州
市
八
幡
西
区
）

安
永
　
光
恵
様（
飯
塚
市
勢
田
）

峯
村
　
光
郎
様（
佐
賀
市
鍋
島
）
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　11月９日、水巻事業所の立ち上げ20周年を記念し
て、頃末南公民館とデイサービスにじいろ赤とんぼ
前駐車場の二つの会場でフェスタが開催されました。
　公民館でのステージでは、ダンス、日本舞踊、三味
線のほか、職員による劇「にじいろレンジャー」の昨年
に引き続いての登場し、介護制度を守ることが語られ
ました。また、花田専務率いる生協バンドによる演奏
で会場は大いに盛り上がりました。
　駐車場会場ではキッチンカーやキッズコーナーに
多くの来場者が足を運び、大盛況となりました。

水巻事業所
20周年フェスタを開催！

編
集
後
記

　昨
年
10
月
か
ら
12
月
ま
で
、
生
協
強
化
月
間

に
取
り
組
み
ま
し
た
。
各
事
業
所
と
も
フ
ェ
ス

タ
等
を
通
し
て
仲
間
を
増
や
す
取
り
組
み
を
進

め
て
参
り
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
思
う
様
に
拡

が
り
を
み
せ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
引
き
続
き

今
年
も
新
し
い
組
合
員
さ
ん
を
仲
間
と
し
て
お

迎
え
す
る
た
め
に
頑
張
り
ま
す
の
で
応
援
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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検索
ご投稿ありがとうございます。

みんなの

文芸文芸文芸
広 場

好きなまちでいきいきと暮らし、住み慣れたまちで安心して老いたい

▲ほのぼの消しゴム版画作品（版：加治美千代　字：鶴田輝子）

▼▲江上淑子（水巻町）

投
稿
俳
句
と
短
歌

（12）

ふ
く
し
生
協 
強
化
月
間

ふ
く
し
生
協 
強
化
月
間

　
二
〇
二
五
年
度
ふ
く
し
生
協
強
化

月
間（
二
〇
二
五
年
十
月
〜
十
二
月
）

は
、多
く
の
組
合
員
さ
ん
の
ご
協
力
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。心
よ
り
お
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。月
間
内
で
は
各
事
業

所
に
お
い
て
地
域
と
の
交
流
を
深
め

る『
地
域
交
流
行
事
』を
開
催
す
る
こ

と
が
で
き
た
月
間
と
な
り
ま
し
た
。

　
年
度
末
に
む
け
て
、地
域
と
の
関
わ

り
を
も
っ
と
広
げ
、組
合
員
拡
大
に
つ

な
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。皆
さ
ま
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

匿
名

新年あけましておめでとうございます新年あけましておめでとうございます新年あけましておめでとうございます
（水巻フェスタ にじいろレンジャー登場！！）（水巻フェスタ にじいろレンジャー登場！！）

田崎節子さん（100歳）

良い笑顔良い笑顔
つながれみんなのつながれみんなの

2025年10月31日に100歳を迎えられました田崎さんのお誕
生会を開催しました。同会では石破元総理からの賞状も送ら
れ、素敵な笑顔を見せていただきました。


